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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１～第ｎの記録層を有する複数層ディスクであって、
　第１の記録層は、同じ誤り訂正フォーマットでユーザデータが記録される記録層が１つ
の１層ディスクにおける約１．１ｍｍ厚の基板とほぼ同一の約１．１ｍｍ厚の基板上に形
成され、
　第２以降の記録層は、上記第１の記録層よりも、記録又は再生のための光が入射される
カバー層表面側の位置に形成されているディスク記録媒体。
【請求項２】
　第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から外周側
に向かって記録又は再生が行われ、偶数番目の記録層は、ディスク外周側から内周側に向
かって記録又は再生が行われるようにされていることを特徴とする請求項１に記載のディ
スク記録媒体。
【請求項３】
　第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から外周側
に向かって順にアドレスが記録されており、
　偶数番目の記録層は、奇数番目の記録層の同じ半径位置のアドレスの補数をとって外周
側から内周側にアドレスが記録されていることを特徴とする請求項１に記載のディスク記
録媒体。
【請求項４】
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　ディスク記録媒体固有のユニークＩＤが、記録層を焼き切る記録方式で、第１の記録層
にのみ記録されていることを特徴とする請求項１に記載のディスク記録媒体。
【請求項５】
　第１～第ｎの各記録層に、記録再生のための管理情報を、ディスク上にスパイラル状に
形成するグルーブのウォブリングによって再生専用情報として記録したことを特徴とする
請求項１に記載のディスク記録媒体。
【請求項６】
　第１～第ｎの各記録層に、記録テストを行うためのテストエリアを設けたことを特徴と
する請求項１に記載のディスク記録媒体。
【請求項７】
　第１～第ｎの各記録層に、第１～第ｎの記録層についてのディフェクト管理情報を記録
するエリアを設けたことを特徴とする請求項１に記載のディスク記録媒体。
【請求項８】
　第１～第ｎの各記録層に、交替エリアを設けたことを特徴とする請求項１に記載のディ
スク記録媒体。
【請求項９】
　第１の記録層のみを有する１層ディスク、及び上記１層ディスクと同じ誤り訂正フォー
マットでユーザデータが記録される第１～第ｎの記録層を有する複数層ディスクとしての
種別を有し、上記複数層ディスクは、第１の記録層が、上記１層ディスクにおける基板と
ほぼ同一の厚みの基板上に形成され、第２以降の記録層は、上記第１の記録層よりも、記
録又は再生のための光が入射されるカバー層表面側の位置に形成されているものである場
合において、各種別のディスク記録媒体に対して記録又は再生を行うディスクドライブ装
置において、
　上記各記録層のトラックに対してのデータ記録又は再生のためにレーザ光照射を行うヘ
ッド手段と、
　上記レーザ光の球面収差を補正する補正手段と、
　上記レーザ光照射を実行する記録層に応じて上記補正手段を制御し、球面収差を記録層
に応じて補正させる補正制御手段と、
　を備えたことを特徴とするディスクドライブ装置。
【請求項１０】
　上記補正制御手段は、ディスク記録媒体が装填された際には、ディスクの種別に関わら
ず、上記補正手段に、上記第１の記録層に対応する球面収差補正を実行させることを特徴
とする請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１１】
　ディスク記録媒体が装填された際に、上記第１の記録層において記録層を焼き切る記録
方式で記録されているディスク記録媒体固有のユニークＩＤを読み出すことを特徴とする
請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１２】
　上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填された場合
、第１～第ｎの記録層のいずれかから、スパイラル状に形成されたグルーブのウォブリン
グによって再生専用情報として記録されている記録再生のための管理情報を読み出すこと
を特徴とする請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１３】
　上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填された場合
、第１～第ｎの記録層のそれぞれにおいて用意されているテストエリアにおいて、テスト
記録を実行することを特徴とする請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１４】
　ｎ個の記録層を有する複数層ディスクとしての上記ディスク記録媒体に対して、第１～
第ｎの記録層についてのディフェクト管理情報を、第１～第ｎの記録層のそれぞれにおい
て用意されているディフェクト管理エリアのうちのいずれかに記録することを特徴とする
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請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１５】
　上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填された場合
は、第１の記録層から第ｎの記録層に順次、記録又は再生を進行させていくことを特徴と
する請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１６】
　上記ディスク記録媒体の奇数番目の記録層に対する記録又は再生時には、ディスク内周
側から外周側に向かって記録又は再生を実行し、上記ディスク記録媒体の偶数番目の記録
層に対する記録又は再生時には、ディスク外周側から内周側に向かって記録又は再生を実
行することを特徴とする請求項９に記載のディスクドライブ装置。
【請求項１７】
　第１～第ｎの記録層を有する複数層ディスクの製造方法として、
　第１の記録層を、同じ誤り訂正フォーマットでユーザデータが記録される記録層が１つ
の１層ディスクにおける約１．１ｍｍ厚の基板とほぼ同一の約１．１ｍｍ厚の基板上に形
成し、
　第２以降の記録層を、上記第１の記録層よりも、記録又は再生のための光が入射される
カバー層表面側の位置に形成するディスク製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光ディスク等のディスク記録媒体、およびそのディスク記録媒体の製造のため
のディスク製造方法、さらにはディスク記録媒体に対するディスクドライブ装置に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルデータを記録・再生するための技術として、例えば、ＣＤ（Compact Disk），Ｍ
Ｄ（Mini-Disk），ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）などの、光ディスク（光磁気ディ
スクを含む）を記録メディアに用いたデータ記録技術がある。光ディスクとは、金属薄板
をプラスチックで保護した円盤に、レーザ光を照射し、その反射光の変化で信号を読み取
る記録メディアの総称である。
光ディスクには、例えばＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどとして知られているよ
うに再生専用タイプのものと、ＭＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどで知られているようにユーザーデータが記録可能な
タイプがある。記録可能タイプのものは、光磁気記録方式、相変化記録方式、色素膜変化
記録方式などが利用されることで、データが記録可能とされる。色素膜変化記録方式はラ
イトワンス記録方式とも呼ばれ、一度だけデータ記録が可能で書換不能であるため、デー
タ保存用途などに好適とされる。一方、光磁気記録方式や相変化記録方式は、データの書
換が可能であり音楽、映像、ゲーム、アプリケーションプログラム等の各種コンテンツデ
ータの記録を始めとして各種用途に利用される。
更に近年、ＤＶＲ（Data & Video Recording）と呼ばれる高密度光ディスクが開発され、
著しい大容量化が図られている。
【０００３】
光磁気記録方式、色素膜変化記録方式、相変化記録方式などの記録可能なディスクに対し
てデータを記録するには、データトラックに対するトラッキングを行うための案内手段が
必要になり、このために、プリグルーブとして予め溝（グルーブ）を形成し、そのグルー
ブもしくはランド（グルーブとグルーブに挟まれる断面台地状の部位）をデータトラック
とすることが行われている。
またデータトラック上の所定の位置にデータを記録することができるようにアドレス情報
を記録する必要もあるが、このアドレス情報は、グルーブをウォブリング（蛇行）させる
ことで記録される場合がある。
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【０００４】
すなわち、データを記録するトラックが例えばプリグループとして予め形成されるが、こ
のプリグループの側壁をアドレス情報に対応してウォブリングさせる。
このようにすると、記録時や再生時に、反射光情報として得られるウォブリング情報から
アドレスを読み取ることができ、例えばアドレスを示すピットデータ等を予めトラック上
に形成しておかなくても、所望の位置にデータを記録再生することができる。
このようにウォブリンググルーブとしてアドレス情報を付加することで、例えばトラック
上に離散的にアドレスエリアを設けて例えばピットデータとしてアドレスを記録すること
が不要となり、そのアドレスエリアが不要となる分、実データの記録容量を増大させるこ
とができる。
なお、このようなウォブリングされたグルーブにより表現される絶対時間（アドレス）情
報は、ＡＴＩＰ（Absolute Time In Pregroove）又はＡＤＩＰ（Adress In Pregroove）
と呼ばれる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、近年開発されているＤＶＲのような高密度ディスクについては、ディスク厚み
方向に０．１ｍｍのカバー層（サブストレート）を有するディスク構造において、波長４
０５ｎｍのレーザ（いわゆる青色レーザ）とＮＡが０．８５の対物レンズの組み合わせと
いう条件下でフェーズチェンジマーク（相変化マーク）を記録再生を行うとし、トラック
ピッチ０．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／bitで、６４ＫＢ（キロバイト）のデータブ
ロックを１つの記録再生単位として、フォーマット効率約８２％としたとき、直系１２cm
のディスクに２３．３ＧＢ（ギガバイト）程度の容量を記録再生できる。
また、同様のフォーマットで、線密度を０．１１２μｍ／bitの密度とすると、２５ＧＢ
の容量を記録再生できる。
【０００６】
ところがさらに飛躍的な大容量化が求められており、そのためには記録層を多層構造とす
ることが考えられる。例えば記録層を２層とすることにより、容量は上記の２倍である４
６．６ＧＢ、又は５０ＧＢとすることができる。
しかしながら、多層構造とする場合、好適なディスクレイアウトや信頼性の確保が課題と
されている。
さらに、１層構造のディスクとの間の互換性をとることも課題とされる。
さらに、第１層、及び第２層以降の各層を含め、記録再生時のアクセス性をも考慮する必
要がある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明はこれらの事情に鑑みて、ディスク記録媒体としての大容量化や記録再生性能の向
上に好適な、複数層の記録層を有するディスク記録媒体、及びそれを製造するためのディ
スク製造方法、及びディスクドライブ装置を提供することを目的とする。
【０００８】
　このために本発明のディスク記録媒体は、記録層が１つの１層ディスク、及び記録層が
複数の複数層ディスクとしての種別を有する中での複数層ディスクであって、第１層とな
る記録層は、ディスク厚み方向において、記録又は再生のための光が入射されるカバー層
表面からの距離が、上記１層ディスクと同一距離となる位置に形成されていると共に、第
２層以降の記録層は、上記第１層よりも上記カバー層表面に近づく位置に形成されている
ものである。即ち第１～第ｎの記録層を有する複数層ディスクであって、第１の記録層は
、同じ誤り訂正フォーマットでユーザデータが記録される記録層が１つの１層ディスクに
おける約１．１ｍｍ厚の基板とほぼ同一の約１．１ｍｍ厚の基板上に形成され、第２以降
の記録層は、上記第１の記録層よりも、記録又は再生のための光が入射されるカバー層表
面側の位置に形成されているようにする。
　また、第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から
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外周側に向かって記録又は再生が行われ、偶数番目の記録層は、ディスク外周側から内周
側に向かって記録又は再生が行われるようにされている。
　また第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から外
周側に向かって順にアドレスが記録されており、偶数番目の記録層は、奇数番目の記録層
の同じ半径位置のアドレスの補数をとって外周側から内周側にアドレスが記録されている
。
　またディスク記録媒体固有のユニークＩＤが、記録層を焼き切る記録方式で、第１の記
録層にのみ記録されている。
　また第１～第ｎの各記録層に、記録再生のための管理情報を、ディスク上にスパイラル
状に形成するグルーブのウォブリングによって再生専用情報として記録している。
　また、第１～第ｎの各記録層に、記録テストを行うためのテストエリアが設けられてい
る。
　また第１～第ｎの各記録層に、第１～第ｎの記録層についてのディフェクト管理情報を
記録するエリアが設けられている。
　また第１～第ｎの各記録層に、交替エリアが設けられている。
【０００９】
　本発明のディスクドライブ装置は、第１の記録層のみを有する１層ディスク、及び上記
１層ディスクと同じ誤り訂正フォーマットでユーザデータが記録される第１～第ｎの記録
層を有する複数層ディスクとしての種別を有し、上記複数層ディスクは、第１の記録層が
、上記１層ディスクにおける基板とほぼ同一の厚みの基板上に形成され、第２以降の記録
層は、上記第１の記録層よりも、記録又は再生のための光が入射されるカバー層表面側の
位置に形成されているものである場合において、各種別のディスク記録媒体に対して記録
又は再生を行うディスクドライブ装置である。そして、上記各記録層のトラックに対して
のデータ記録又は再生のためにレーザ光照射を行うヘッド手段と、上記レーザ光の球面収
差を補正する補正手段と、上記レーザ光照射を実行する記録層に応じて上記補正手段を制
御し、球面収差を記録層に応じて補正させる補正制御手段とを備える。
　また上記補正制御手段は、ディスク記録媒体が装填された際には、ディスクの種別に関
わらず、上記補正手段に、上記第１の記録層に対応する球面収差補正を実行させる。
　またディスク記録媒体が装填された際に、上記第１の記録層において記録層を焼き切る
記録方式で記録されているディスク記録媒体固有のユニークＩＤを読み出すようにする。
　また上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填された
場合、第１～第ｎの記録層のいずれかから、スパイラル状に形成されたグルーブのウォブ
リングによって再生専用情報として記録されている記録再生のための管理情報を読み出す
ようにする。
　また上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填された
場合、第１～第ｎの記録層のそれぞれにおいて用意されているテストエリアにおいて、テ
スト記録を実行するようにする。
　また、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクとしての上記ディスク記録媒体に対して、
第１～第ｎの記録層についてのディフェクト管理情報を、第１～第ｎの記録層のそれぞれ
において用意されているディフェクト管理エリアのうちのいずれかに記録するようにする
。
　また、上記ディスク記録媒体として、ｎ個の記録層を有する複数層ディスクが装填され
た場合は、第１の記録層から第ｎの記録層に順次、記録又は再生を進行させていくように
する。
　また上記ディスク記録媒体の奇数番目の記録層に対する記録又は再生時には、ディスク
内周側から外周側に向かって記録又は再生を実行し、上記ディスク記録媒体の偶数番目の
記録層に対する記録又は再生時には、ディスク外周側から内周側に向かって記録又は再生
を実行するようにする。
【００１０】
　本発明のディスク製造方法は、第１～第ｎの記録層を有する複数層ディスクの製造方法
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として、第１の記録層を、同じ誤り訂正フォーマットでユーザデータが記録される記録層
が１つの１層ディスクにおける約１．１ｍｍ厚の基板とほぼ同一の約１．１ｍｍ厚の基板
上に形成し、第２以降の記録層を、上記第１の記録層よりも、記録又は再生のための光が
入射されるカバー層表面側の位置に形成するものである。
【００１１】
　即ち本発明のディスク記録媒体としての複数層ディスクは、１層ディスクと第１の記録
層の位置が共通化される。また、第２の記録層以降の層はカバー層表面に近いものとなる
ため、特性上有利なものとすることができる。
　さらに、第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側か
ら外周側に向かって記録又は再生が行われ、偶数番目の記録層は、ディスク外周側から内
周側に向かって記録又は再生が行われるようにされていることで、各層の記録再生トレー
スの連続性確保に好適である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態としての光ディスクを説明するとともに、その光ディスクに対
応して記録再生を行うディスクドライブ装置（記録再生装置）、及び光ディスクの製造に
かかるマスタリング装置、ＢＣＡ記録装置について説明していく。説明は次の順序で行う
。
１．ディスクのウォブリング方式
１－１．ウォブリング方式の全体説明
１－２．ＭＳＫ変調
１－３．ＨＷＭ変調
１－４．まとめ
２．ＤＶＲへの適用例
２－１．ＤＶＲディスクの物理特性
２－２．データのＥＣＣフォーマット
２－３．アドレスフォーマット
２－３－１．記録再生データとアドレスの関係
２－３－２．シンクパート
２－３－３．データパート
２－３－４．アドレス情報の内容
２－４．アドレス復調回路
３．１層／２層／ｎ層ディスク
３－１．層構造
３－２．ディスクレイアウト
４．ディスクドライブ装置
４－１．構成
４－２．ディスク対応処理
５．ディスク製造方法
５－１．マスタリング装置
５－２．製造手順
５－３．ＢＣＡ記録装置
【００１３】
１．ディスクのウォブリング方式
１－１．ウォブリング方式の全体説明
本発明の実施の形態の光ディスク１は、図１に示すように、記録トラックとなるグルーブ
ＧＶが形成されている。このグルーブＧＶは、内周側から外周側へスパイラル状に形成さ
れている。そのため、この光ディスク１の半径方向の切断面を見ると、図２に示すように
、凸状のランドＬと、凹状のグルーブＧＶとが交互に形成されることとなる。
なお、図１のスパイラル方向は、光ディスク１をレーベル面側から見た状態であり、また
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後述するが、複数の記録層を有するディスクの場合、各記録層でスパイラル状態が異なる
。
【００１４】
光ディスク１のグルーブＧＶは、図２に示すように、接線方向に対して蛇行形成されてい
る。このグルーブＧＶの蛇行形状は、ウォブル信号に応じた形状となっている。そのため
、光ディスクドライブでは、グルーブＧＶに照射したレーザスポットＬＳの反射光からそ
のグルーブＧＶの両エッジ位置を検出し、レーザスポットＬＳを記録トラックに沿って移
動させていった際におけるその両エッジ位置のディスク半径方向に対する変動成分を抽出
することにより、ウォブル信号を再生することができる。
【００１５】
このウォブル信号には、その記録位置における記録トラックのアドレス情報（物理アドレ
スやその他の付加情報等）が変調されている。そのため、光ディスクドライブでは、この
ウォブル信号からアドレス情報等を復調することによって、データの記録や再生の際のア
ドレス制御等を行うことができる。
【００１６】
なお、本発明の実施の形態では、グルーブ記録がされる光ディスクについて説明をするが
、本発明はこのようなグルーブ記録の光ディスクに限らず、ランドにデータを記録するラ
ンド記録を行う光ディスクに適用することも可能であるし、また、グルーブ及びランドに
データを記録するランドグルーブ記録の光ディスクにも適用することも可能である。
【００１７】
ここで、本実施の形態の光ディスク１では、２つの変調方式を用いて、ウォブル信号に対
してアドレス情報を変調している。一つは、ＭＳＫ（Minimum Shift Keying）変調方式で
ある。もう一つは、正弦波のキャリア信号に対して偶数次の高調波信号を付加し、被変調
データの符号に応じて当該高調波信号の極性を変化させることによって変調する方式であ
る。以下、正弦波のキャリア信号に対して偶数次の高調波信号を付加し、被変調データの
符号に応じて当該高調波信号の極性を変化させることによって変調する変調方式のことを
、ＨＭＷ（HarMonic Wave）変調と呼ぶものとする。
【００１８】
本実施の形態の光ディスク１では、図３に示すように、所定周波数の正弦波の基準キャリ
ア信号波形が所定周期連続したブロックを構成し、このブロック内に、ＭＳＫ変調された
アドレス情報が挿入されるＭＳＫ変調部と、ＨＭＷ変調されたアドレス情報が挿入される
ＨＭＷ変調部とを設けたウォブル信号を生成する。すなわち、ＭＳＫ変調されたアドレス
情報と、ＨＭＷ変調されたアドレス情報とを、ブロック内の異なる位置に挿入している。
さらに、ＭＳＫ変調で用いられる２つの正弦波のキャリア信号のうちの一方のキャリア信
号と、ＨＭＷ変調のキャリア信号とを、上記の基準キャリア信号としている。また、ＭＳ
Ｋ変調部とＨＭＷ変調部とは、それぞれブロック内の異なる位置に配置するものとし、Ｍ
ＳＫ変調部とＨＭＷ変調部との間には、１周期以上の基準キャリア信号が配置されるもの
としている。
【００１９】
なお、なんらデータの変調がされておらず、基準キャリア信号の周波数成分だけが現れる
部分を、以下モノトーンウォブルと呼ぶ。また、以下では、基準キャリア信号として用い
る正弦波信号は、Ｃｏｓ(ωｔ)であるものとする。また、基準キャリア信号の１周期を１
ウォブル周期と呼ぶ。また、基準キャリア信号の周波数は、光ディスク１の内周から外周
まで一定であり、レーザスポットが記録トラックに沿って移動する際の線速度との関係に
応じて定まる。
【００２０】
１－２．ＭＳＫ変調
以下、ＭＳＫ変調及びＨＭＷ変調の変調方法についてさらに詳細に説明をする。ここでは
まず、ＭＳＫ変調方式を用いたアドレス情報の変調方式について説明をする。
ＭＳＫ変調は、位相が連続したＦＳＫ（Frequency Shift Keying）変調のうちの変調指数
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が０．５のものである。ＦＳＫ変調は、周波数ｆ１と周波数ｆ２の２つのキャリア信号に
対して、被変調データの符号の“０”，“１”をそれぞれ対応させて変調する方式である
。つまり、被変調データが“０”であれば周波数ｆ１の正弦波波形を出力し、被変調デー
タが“１”であれば周波数ｆ１の正弦波波形を出力する変調方式である。さらに、位相が
連続したＦＳＫ変調の場合には、被変調データの符号の切り換えタイミングにおいて、２
つのキャリア信号の位相が連続する。
【００２１】
このＦＳＫ変調では、変調指数ｍというものが定義される。この変調指数ｍは、
ｍ＝｜ｆ１－ｆ２｜Ｔ
で定義される。ここで、Ｔは、被変調データの伝送速度（１／最短の符号長の時間）であ
る。このｍが０．５の場合の位相連続ＦＳＫ変調のことを、ＭＳＫ変調という。
【００２２】
光ディスク１では、ＭＳＫ変調される被変調データの最短の符号長Ｌは、図４（Ａ）及び
図４（Ｂ）に示すように、ウォブル周期の２周期分としている。なお、被変調データの最
短符号長Ｌは、ウォブル周期の２倍以上で且つ整数倍の周期であれば、どのような長さで
あっても良い。また、ＭＳＫ変調に用いられる２つの周波数は、一方を基準キャリア信号
と同一の周波数とし、他方を基準キャリア信号の１．５倍の周波数とする。すなわち、Ｍ
ＳＫ変調に用いられる信号波形は、一方がＣｏｓ(ωｔ)又は－Ｃｏｓ(ωｔ)となり、他方
がＣｏｓ(１．５ωｔ)又は－Ｃｏｓ(１．５ωｔ)となる。
【００２３】
光ディスク１のウォブル信号にＭＳＫ変調方式で被変調データを挿入する場合、まず、図
４（Ｃ）に示すように、被変調データのデータストリームに対して、ウォブル周期に対応
するクロック単位で差動符号化処理をする。すなわち、被変調データのストリームと、基
準キャリア信号の１周期分遅延させた遅延データとを差分演算する。この差動符号化処理
をしたデータを、プリコードデータとする。
【００２４】
続いて、このプリコードデータをＭＳＫ変調して、ＭＳＫストリームを生成する。このＭ
ＳＫストリームの信号波形は、図４（Ｄ）に示すように、プリコードデータが“０”のと
きには基準キャリアと同一の周波数の波形（Ｃｏｓ(ωｔ)）又はその反転波形（－Ｃｏｓ
(ωｔ)）となり、プリコードデータが“１”のときには基準キャリアの１．５倍の周波数
の波形（Ｃｏｓ(１．５ωｔ)）又はその反転波形（－Ｃｏｓ(１．５ωｔ)）となる。従っ
て、例えば、被変調データのデータ列が、図４（Ｂ）に示すように“０１０”というパタ
ーンである場合には、ＭＳＫストリームの信号波形は、図４（Ｅ）に示すように、１ウォ
ブル周期毎に、Cos(wt),Cos(wt),Cos(1.5wt),-Cos(wt),-Cos(1.5wt),Cos(wt)といった波
形となる。
【００２５】
光ディスク１では、ウォブル信号を以上のようなＭＳＫストリームとすることによって、
ウォブル信号にアドレス情報を変調している。
ここで、被変調データを差動符号化して上述のようなＭＳＫ変調した場合には、被変調デ
ータの同期検波が可能となる。このように同期検波ができるのは以下のような理由による
。
【００２６】
差動符号化データ（プリコードデータ）は、被変調データの符号変化点でビットが立つ（
“１”となる）。被変調データの符号長がウォブル周期の２倍以上とされているので、被
変調データの符号長の後半部分には、必ず基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）又はその反
転信号（－Ｃｏｓ(ωｔ)）が挿入されることとなる。プリコードデータのビットが“１”
となると、基準キャリア信号に対して１．５倍の周波数の波形が挿入され、さらに、符号
の切り換え点においては位相を合わせて波形が接続される。従って、被変調データの符号
長の後半部分に挿入される信号波形は、被変調データが“０”であれば、必ず基準キャリ
ア信号波形（Ｃｏｓ(ωｔ)）となり、被変調データが“１”であれば必ずその反転信号波
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形（－Ｃｏｓ(ωｔ)）となる。同期検波出力は、キャリア信号に対して位相が合っていれ
ば、プラス側の値になり、位相が反転していればマイナス側の値となるので、以上のよう
なＭＳＫ変調した信号を基準キャリア信号により同期検波すれば、被変調データの復調が
可能となる。
【００２７】
なお、ＭＳＫ変調では、符号の切り換え位置において位相を合わせて変調がされるので、
同期検波信号のレベルが反転するまでには遅延が生じる。そのため、以上のようなＭＳＫ
変調された信号を復調する場合には、例えば、同期検波出力の積算ウィンドウを、１／２
ウォブル周期遅延させることによって、正確な検出出力を得ることができる。
【００２８】
図５に、以上のようなＭＳＫストリームから、被変調データを復調するＭＳＫ復調回路を
示す。
ＭＳＫ復調回路１０は、図５に示すように、ＰＬＬ回路１１と、タイミングジェネレータ
（ＴＧ）１２と、乗算器１３と、積算器１４と、サンプル／ホールド（ＳＨ）回路１５と
、スライス回路１６とを備えている。
【００２９】
ＰＬＬ回路１１には、ウォブル信号（ＭＳＫ変調されたストリーム）が入力される。ＰＬ
Ｌ回路１１は、入力されたウォブル信号からエッジ成分を検出して、基準キャリア信号（
Ｃｏｓ(ωｔ)）に同期したウォブルクロックを生成する。生成されたウォブルクロックは
、タイミングジェネレータ１２に供給される。
【００３０】
タイミングジェネレータ１２は、入力されたウォブル信号に同期した基準キャリア信号（
Ｃｏｓ(ωｔ)）を生成する。また、タイミングジェネレータ１２は、ウォブルクロックか
ら、クリア信号（CLR）及びホールド信号（HOLD）を生成する。クリア信号（CLR）は、ウ
ォブル周期の２周期が最小符号長となる被変調データのデータクロックの開始エッジから
、１／２ウォブル周期遅延したタイミングで発生される信号である。また、ホールド信号
（HOLD）は、被変調データのデータクロックの終了エッジから、１／２ウォブル周期遅延
したタイミングで発生される信号である。タイミングジェネレータ１２により生成された
基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）は、乗算器１３に供給される。生成されたクリア信号
（CLR）は、積算器１４に供給される。生成されたホールド信号（HOLD）は、サンプル／
ホールド回路１５に供給される。
【００３１】
乗算器１３は、入力されたウォブル信号と、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）とを乗算
して、同期検波処理を行う。同期検波された出力信号は、積算器１４に供給される。
積算器１４は、乗算器１３により同期検波された信号に対して積算処理を行う。なお、こ
の積算器１４は、タイミングジェネレータ１２により生成されたクリア信号（CLR）の発
生タイミングで、その積算値を０にクリアする。
サンプル／ホールド回路１５は、タイミングジェネレータ１２により生成されたホールド
信号（HOLD）の発生タイミングで、積算器１４の積算出力値をサンプルして、次のホール
ド信号（HOLD）が発生するまで、サンプルした値をホールドする。
スライス回路１６は、サンプル／ホールド回路１５によりホールドされている値を、原点
（０）を閾値として２値化し、その値の符号を反転して出力する。
そして、このスライス回路１６からの出力信号が、復調された被変調データとなる。
【００３２】
図６及び図７に、“０１００”というデータ列の被変調データに対して上述のＭＳＫ変調
をして生成されたウォブル信号（ＭＳＫストリーム）と、このウォブル信号が上記ＭＳＫ
復調回路１０に入力された場合の各回路からの出力信号波形を示す。なお、図６及び図７
の横軸（ｎ）は、ウォブル周期の周期番号を示している。図６は、入力されたウォブル信
号（ＭＳＫストリーム）と、このウォブル信号の同期検波出力信号（ＭＳＫ×Ｃｏｓ(ω
ｔ)）を示している。また、図７は、同期検波出力信号の積算出力値、この積算出力値の
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ホールド値、並びに、スライス回路１６から出力される復調された被変調データを示して
いる。なお、スライス回路１６から出力される復調された被変調データが遅延しているの
は、積算器１４の処理遅延のためである。
【００３３】
以上のように、被変調データを差動符号化して上述のようなＭＳＫ変調した場合には、被
変調データの同期検波が可能となる。
光ディスク１では、以上のようにＭＳＫ変調したアドレス情報をウォブル信号に含めてい
る。このようにアドレス情報をＭＳＫ変調してウォブル信号に含めることによって、ウォ
ブル信号に含まれる高周波成分が少なくなる。従って、正確なアドレス検出を行うことが
可能となる。また、このＭＳＫ変調されたアドレス情報は、モノトーンウォブル内に挿入
されるので、隣接トラックに与えるクロストークを少なくすることができ、Ｓ／Ｎを向上
させることができる。また、本光ディスク１では、ＭＳＫ変調をしたデータを同期検波し
て復調することができるので、ウォブル信号の復調を正確且つ簡易に行うことが可能とな
る。
【００３４】
１－３．ＨＷＭ変調
次にＨＭＷ変調方式を用いたアドレス情報の変調方式について説明する。
ＨＭＷ変調は、上述のように正弦波のキャリア信号に対して偶数次の高調波信号を付加し
、当該高調波信号の極性を被変調データの符号に応じて変化させることによってデジタル
符号を変調する変調方式である。
【００３５】
光ディスク１では、ＨＭＷ変調のキャリア信号は、上記ＭＳＫ変調のキャリア信号である
基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）と同一周波数及び位相の信号としている。付加する偶
数次の高調波信号は、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）の２次高調波であるＳｉｎ(２
ωｔ)、－Ｓｉｎ(２ωｔ)とし、その振幅は、基準キャリア信号の振幅に対して－１２ｄ
Ｂの振幅としている。被変調データの最小符号長は、ウォブル周期（基準キャリア信号の
周期）の２倍としている。
そして、被変調データの符号が“１”のときにはＳｉｎ(２ωｔ)をキャリア信号に付加し
、“０”のときには－Ｓｉｎ(２ωｔ)をキャリア信号に付加して変調を行うものとする。
【００３６】
以上のような方式でウォブル信号を変調した場合の信号波形を図８に示す。図８（Ａ）は
、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）の信号波形を示している。図８（Ｂ）は、基準キャ
リア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）に対してＳｉｎ(２ωｔ)が付加された信号波形、即ち、被変調
データが“１”のときの信号波形を示している。図８（Ｃ）は、基準キャリア信号（Ｃｏ
ｓ(ωｔ)）に対して－Ｓｉｎ(２ωｔ)が付加された信号波形、即ち、被変調データが“０
”のときの信号波形を示している。
【００３７】
なお、光ディスク１では、キャリア信号に加える高調波信号を２次高調波としているが、
２次高調波に限らず、偶数次の高調波であればどのような信号を加算してもよい。また光
ディスク１では、２次高調波のみを加算しているが、２次高調波と４次高調波との両者を
同時に加算するといったように複数の高調波信号を同時に加算しても良い。
【００３８】
ここで、このように基準キャリア信号に対して正負の偶数次の高調波信号を付加した場合
には、その生成波形の特性から、この高調波信号により同期検波して、被変調データの符
号長時間その同期検波出力を積分することによって、被変調データを復調することが可能
である。
【００３９】
図９に、以上のようなＨＭＷ変調がされたウォブル信号から、被変調データを復調するＨ
ＭＷ復調回路を示す。
ＨＭＷ復調回路２０は、図９に示すように、ＰＬＬ回路２１と、タイミングジェネレータ
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（ＴＧ）２２と、乗算器２３と、積算器２４と、サンプル／ホールド（ＳＨ）回路２５と
、スライス回路２６とを備えている。
【００４０】
ＰＬＬ回路２１には、ウォブル信号（ＨＭＷ変調されたストリーム）が入力される。ＰＬ
Ｌ回路２１は、入力されたウォブル信号からエッジ成分を検出して、基準キャリア信号（
Ｃｏｓ(ωｔ)）に同期したウォブルクロックを生成する。生成されたウォブルクロックは
、タイミングジェネレータ２２に供給される。
【００４１】
タイミングジェネレータ２２は、入力されたウォブル信号に同期した２次高調波信号（Ｓ
ｉｎ(２ωｔ)）を生成する。また、タイミングジェネレータ２２は、ウォブルクロックか
ら、クリア信号（CLR）及びホールド信号（HOLD）を生成する。クリア信号（CLR）は、ウ
ォブル周期の２周期が最小符号長となる被変調データのデータクロックの開始エッジのタ
イミングで発生される信号である。また、ホールド信号（HOLD）は、被変調データのデー
タクロックの終了エッジのタイミングで発生される信号である。タイミングジェネレータ
２２により生成された２次高調波信号（Ｓｉｎ(２ωｔ)）は、乗算器２３に供給される。
生成されたクリア信号（CLR）は、積算器２４に供給される。生成されたホールド信号（H
OLD）は、サンプル／ホールド回路２５に供給される。
【００４２】
乗算器２３は、入力されたウォブル信号と、２次高調波信号（Ｓｉｎ(２ωｔ)）とを乗算
して、同期検波処理を行う。同期検波された出力信号は、積算器２４に供給される。
積算器２４は、乗算器２３により同期検波された信号に対して積算処理を行う。なお、こ
の積算器２４は、タイミングジェネレータ２２により生成されたクリア信号（CLR）の発
生タイミングで、その積算値を０にクリアする。
サンプル／ホールド回路２５は、タイミングジェネレータ２２により生成されたホールド
信号（HOLD）の発生タイミングで、積算器２４の積算出力値をサンプルして、次のホール
ド信号（HOLD）が発生するまで、サンプルした値をホールドする。
スライス回路２６は、サンプル／ホールド回路２５によりホールドされている値を、原点
（０）を閾値として２値化し、その値の符号を出力する。
そして、このスライス回路２６からの出力信号が、復調された被変調データとなる。
【００４３】
図１０、図１１及び図１２に、“１０１０”というデータ列の被変調データに対して上述
のＨＭＷ変調をする際に用いられる信号波形と、ＨＭＷ変調して生成されたウォブル信号
と、このウォブル信号が上記ＨＭＷ復調回路２０に入力された場合の各回路からの出力信
号波形を示す。なお、図１０～図１２の横軸（ｎ）は、ウォブル周期の周期番号を示して
いる。図１０は、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）と、“１０１０”というデータ列の
被変調データと、この被変調データに応じて生成された２次高調波信号波形（±Ｓｉｎ(
２ωｔ)，－１２ｄＢ）を示している。図１１は、生成されたウォブル信号（ＨＭＷスト
リーム）を示している。図１２（Ａ）は、このウォブル信号の同期検波出力信号（ＨＭＷ
×Ｓｉｎ(２ωｔ)）を示している。図１２（Ｂ）は、同期検波出力信号の積算出力値、こ
の積算出力値のホールド値、並びに、スライス回路２６から出力される復調された被変調
データを示している。なお、スライス回路２６から出力される復調された被変調データが
遅延しているのは、積算器１４の１次遅延のためである。
【００４４】
以上のように、被変調データを差動符号化して上述のようなＨＭＷ変調した場合には、被
変調データの同期検波が可能となる。
光ディスク１では、以上のようにＨＭＷ変調したアドレス情報をウォブル信号に含めてい
る。このようにアドレス情報をＨＭＷ変調してウォブル信号に含めることによって、周波
数成分限定することができ、高周波成分を少なくすることができる。そのため、ウォブル
信号の復調出力のＳ／Ｎを向上させることができ、正確なアドレス検出を行うことが可能
となる。また、変調回路も、キャリア信号の発生回路と、その高調波成分の発生回路、こ
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れらの出力信号の加算回路で構成することができ、非常に簡単となる。また、ウォブル信
号の高周波成分が少なくなるため、光ディスク成型時のカッティングも容易になる。
【００４５】
さらに、このＨＭＷ変調されたアドレス情報は、モノトーンウォブル内に挿入されるので
、隣接トラックに与えるクロストークを少なくすることができ、Ｓ／Ｎを向上させること
ができる。また、本光ディスク１では、ＨＭＷ変調をしたデータを同期検波して復調する
ことができるので、ウォブル信号の復調を正確且つ簡易に行うことが可能となる。
【００４６】
１－４．まとめ
以上のように、本実施の形態の光ディスク１では、ウォブル信号に対するアドレス情報の
変調方式として、ＭＳＫ変調方式とＨＭＷ変調方式とを採用している。そして、本光ディ
スク１では、ＭＳＫ変調方式で用いられる一方の周波数と、ＨＭＷ変調で用いられるキャ
リア周波数とを同一の周波数の正弦波信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）としている。また、さらに、
ウォブル信号内に、なんらデータが変調されていない上記のキャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)
）のみが含まれているモノトーンウォブルを、各変調信号の間に設けている。
【００４７】
以上のような本例の光ディスク１では、ＭＳＫ変調で用いられる周波数の信号と、ＨＭＷ
変調で用いる高調波信号とは互いに干渉をしない関係にあるので、それぞれの検出の際に
相手の変調成分に影響されない。そのため、２つの変調方式で記録されたそれぞれのアド
レス情報を、確実に検出することが可能となる。従って、光ディスクの記録再生時におけ
るトラック位置の制御等の精度を向上させることができる。
また、ＭＳＫ変調で記録するアドレス情報とＨＭＷ変調で記録するアドレス情報とを同一
のデータ内容とすれば、より確実にアドレス情報を検出することが可能となる。
【００４８】
また本例の光ディスク１では、ＭＳＫ変調方式で用いられる一方の周波数と、ＨＭＷ変調
で用いられるキャリア周波数とを同一の周波数の正弦波信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）とし、さら
に、ＭＳＫ変調とＨＭＷ変調とをウォブル信号内の異なる部分に行っているので、変調時
には、例えば、ＭＳＫ変調した後のウォブル信号に対して、ＨＭＷ変調するウォブル位置
に高調波信号を加算すればよく、非常に簡単に２つの変調を行うことが可能となる。また
、ＭＳＫ変調とＨＭＷ変調とをウォブル信号内の異なる部分に行い、さらに、両者の間に
少なくなくとも１周期のモノトーンウォブルを含めることによって、より正確にディスク
製造をすることができ、また、確実にアドレスの復調を行うことができる。
【００４９】
２．ＤＶＲへの適用例
２－１．ＤＶＲディスクの物理特性
次に、いわゆるＤＶＲ（Data & Video Recording）と呼ばれる高密度光ディスクに対する
上記のアドレスフォーマットの適用例について説明する。
【００５０】
まず、本アドレスフォーマットが適用されるＤＶＲディスクの物理パラメータの一例につ
いて説明する。なお、この物理パラメータは一例であり、以下説明を行うウォブルフォー
マットを他の物理特性の光ディスクに適用することも可能である。
【００５１】
本例のＤＶＲディスクとされる光ディスクは、相変化方式でデータの記録を行う光ディス
クであり、ディスクサイズとしては、直径が１２０ｍｍとされる。また、ディスク厚は１
．２ｍｍとなる。即ちこれらの点では外形的に見ればＣＤ（Compact Disc）方式のディス
クや、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）方式のディスクと同様となる。
【００５２】
記録／再生のためのレーザ波長は４０５ｎｍとされ、いわゆる青色レーザが用いられるも
のとなる。光学系のＮＡは０．８５とされる。
相変化マーク（フェイズチェンジマーク）が記録されるトラックのトラックピッチは０．
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３２μｍ、線密度０．１２μｍとされる。そして６４ＫＢので０タブロックを１つの記録
再生単位として、フォーマット効率を約８２％としており、直径１２ｃｍのディスクにお
いて、ユーザーデータ容量として２３．３Ｇバイトを実現している。
上述のようにデータ記録はグルーブ記録方式である。
【００５３】
図１３は、ディスク全体のレイアウト（領域構成）を示す。
ディスク上の領域としては、内周側からリードインゾーン、データゾーン、リードアウト
ゾーンが配される。
また、記録・再生に関する領域構成としてみれば。リードインゾーンの内周側がＰＢゾー
ン（再生専用領域）、リードインゾーンの外周側からリードアウトゾーンまでがＲＷゾー
ン（記録再生領域）とされる。
【００５４】
リードインゾーンは、半径２４ｍｍより内側に位置する。そして半径２１～２２．２ｍｍ
がＢＣＡ（Burst Cutting Area）とされる。このＢＣＡはディスク記録媒体固有のユニー
クＩＤを、記録層を焼き切る記録方式で記録したものである。つまり記録マークを同心円
状に並べるように形成していくことで、バーコード状の記録データを形成する。
半径２２．２～２３．１ｍｍがプリレコーデッドデータゾーンとされる。
プリレコーデッドデータゾーンは、あらかじめ、記録再生パワー条件等のディスク情報や
、コピープロテクションにつかう情報等（プリレコーデッド情報）を、ディスク上にスパ
イラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって記録してある。
これらはは書換不能な再生専用の情報であり、つまりＢＣＡとプリレコーデッドデータゾ
ーンが上記ＰＢゾーン（再生専用領域）となる。
【００５５】
プリレコーデッドデータゾーンにおいてプリレコーデッド情報として例えばコピープロテ
クション情報が含まれるが、このコピープロテクション情報を用いて、例えば次のような
ことが行われる。
本例にかかる光ディスクシステムでは、登録されたドライブ装置メーカー、ディスクメー
カーがビジネスを行うことができ、その登録されたことを示す、メディアキー、あるいは
、ドライブキーを有している。
ハックされた場合、そのドライブキー或いはメディアキーがコピープロテクション情報と
して記録される。このメディアキー、ドライブキーを有した、メディア或いはドライブは
、この情報により、記録再生をすることをできなくすることができる。
【００５６】
リードインゾーンにおいて半径２３．１～２４ｍｍにはテストライトエリアＯＰＣ及びデ
ィフェクトマネジメントエリアＤＭＡが設けられる。
テストライトエリアＯＰＣは記録／再生時のレーザパワー等、フェーズチェンジマークの
記録再生条件を設定する際の試し書きなどにつかわれる。
ディフェクトマネジメントエリアＤＭＡはディスク上のディフェクト情報を管理する情報
を記録再生する。
【００５７】
半径２４．０～５８．０ｍｍがデータゾーンとされる。データゾーンは、実際にユーザー
データがフェイズチェンジマークにより記録再生される領域である。半径５８．０～５８
．５ｍｍはリードアウトゾーンとされる。リードアウトゾーンは、リードインゾーンと同
様のディフェクトマネジメントエリアが設けられたり、また、シークの際、オーバーラン
してもよいようにバッファエリアとしてつかわれる。
なお後述するが、記録再生の終了領域としての意味でのリードアウトは、複数層ディスク
の場合は内周側となることもある。
半径２３．１ｍｍ、つまりテストライトエリアから、リードアウトゾーンまでが、フェイ
ズチェンジマークが記録再生されるＲＷゾーン（記録再生領域）とされる。
【００５８】
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図１４にＲＷゾーンとＰＢゾーンのトラックの様子を示す。図１４（ａ）はＲＷゾーンに
おけるグルーブのウォブリングを、図１４（ｂ）はＰＢゾーンのプリレコーデッドゾーン
におけるグルーブのウォブリングを、それぞれ示している。
【００５９】
ＲＷゾーンでは、あらかじめアドレス情報（ＡＤＩＰ）を、トラッキングを行うために、
ディスク上にスパイラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって、形成
してある。
アドレス情報を形成したグルーブには、フェーズチェンジマークにより情報を記録再生す
る。
図１４（ａ）に示すように、ＲＷゾーンにおけるグルーブ、つまりＡＤＩＰアドレス情報
を形成したグルーブトラックは、トラックピッチＴＰ＝０．３２μｍとされている。
このトラック上にはフェイズチェンジマークによるレコーディングマークが記録されるが
、フェーズチェンジマークはＲＬＬ（１，７）ＰＰ変調方式（ＲＬＬ；Run Length Limit
ed、ＰＰ：Parity preserve/Prohibit rmtr(repeated minimum transition runlength)）
等により、線密度0.12μｍ/bit、0.08μｍ/ch bitで記録される。
１ｃｈビットを１Ｔとすると、マーク長は２Ｔから８Ｔで最短マーク長は２Ｔである。
アドレス情報は、ウォブリング周期を６９Ｔとし、ウォブリング振幅ＷＡはおよそ２０ｎ
ｍ（p-p）である。
【００６０】
アドレス情報と、フェーズチェンジマークは、その周波数帯域が重ならないようにしてお
り、これによってそれぞれの検出に影響を与えないようにしてある。
アドレス情報のウォブリングのＣＮＲ（carrier noise ratio）はバンド幅３０ＫＨｚの
とき、記録後３０ｄＢであり、アドレスエラーレートは節動（ディスクのスキュー，デフ
ォーカス、外乱等）による影響を含めて１×１０-3以下である。
【００６１】
一方、図１４（ｂ）のＰＢゾーンにおけるグルーブによるトラックは、上記図１４（ａ）
のＲＷゾーンのグルーブによるトラックより、トラックピッチが広く、ウォブリング振幅
が大きいものとされている。
即ちトラックピッチＴＰ＝０．３５μｍであり、ウォブリング周期は３６Ｔ、ウォブリン
グ振幅ＷＡはおよそ４０ｎｍ（p-p）とされている。ウォブリング周期が３６Ｔとされる
ことはプリレコーデット情報の記録線密度はＡＤＩＰ情報の記録線密度より高くなってい
ることを意味する。また、フェーズチェンジマークは最短２Ｔであるから、プリレコーデ
ッド情報の記録線密度はフェーズチェンジマークの記録線密度より低い。
【００６２】
このＰＢゾーンのトラックにはフェーズチェンジマークを記録しない。
ウォブリング波形は、ＲＷゾーンでは正弦波状に形成するが、ＰＢゾーンでは、正弦波状
か或いは矩形波状で記録することができる。
【００６３】
フェーズチェンジマークは、バンド幅３０ＫＨｚのときＣＮＲ５０ｄＢ程度の信号品質で
あれば、データにＥＣＣ（エラー訂正コード）をつけて記録再生することで、エラー訂正
後のシンボルエラーレートを１×１０-16以下を達成でき、データの記録再生として使え
ることが知られている。
ＡＤＩＰアドレス情報についてのウォブルのＣＮＲはバンド幅３０ＫＨｚのとき、フェイ
ズチェンジマークの未記録状態で３５ｄＢである。
アドレス情報としては、いわゆる連続性判別に基づく内挿保護を行うことなどによりこの
程度の信号品質で十分であるが、ＰＢゾーンに記録するプリレコーデッド情報については
、フェイズチェンジマークと同等のＣＮＲ５０ｄＢ以上の信号品質は確保したい。このた
め、図１４（ｂ）に示したようにＰＢゾーンでは、ＲＷゾーンにおけるグルーブとは物理
的に異なるグルーブを形成するものである。
【００６４】
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まず、トラックピッチを広くすることにより、となりのトラックからのクロストークをお
さえることができ、ウォブル振幅を２倍にすることにより、ＣＮＲを＋６ｄＢ改善できる
。
さらにウォブル波形として矩形波をつかうことによって、ＣＮＲを＋２ｄＢ改善できる。
あわせてＣＮＲは43dBである。
フェーズチェンジマークとプリレコーデッドデータゾーンのウォブルの記録帯域の違いは
、ウォブル１８Ｔ（１８Ｔは３６Ｔの半分）；フェイズチェンジマーク２Ｔで、この点で
９．５ｄＢ得られる。
従ってプリレコーデッド情報としてのＣＮＲは５２．５ｄＢ相当であり、となりのトラッ
クからのクロストークとして－２ｄＢを見積もっても、ＣＮＲ５０．５ｄＢ相当である。
つまり、ほぼフェーズチェンジマークと同程度の信号品質となり、ウォブリング信号をプ
リレコーデッド情報の記録再生に用いることが十分に適切となる。
【００６５】
図１５に、プリレコーデッドデータゾーンにおけるウォブリンググルーブを形成するため
の、プリレコーデッド情報の変調方法を示す。
変調はＦＭコードをつかう。
図１５（ａ）にデータビット、図１５（ｂ）にチャンネルクロック、図１５（ｃ）にＦＭ
コード、図１５（ｄ）にウォブル波形を縦に並べて示している。
データの１bitは２ｃｈ（２チャンネルクロック）であり、ビット情報が「１」のとき、
ＦＭコードはチャンネルクロックの１．２の周波数とされる。
またビット情報が「０」のとき、ＦＭコードはビット情報「１」の１／２の周波数であら
わされる。
ウォブル波形としては、ＦＭコードを矩形波を直接記録することもあるが、図１５（ｄ）
に示すように正弦波状の波形で記録することもある。
【００６６】
なお、ＦＭコード及びウォブル波形は図１５（ｃ）（ｄ）とは逆極性のパターンとして、
図１５（ｅ）（ｆ）に示すパターンとしても良い。
【００６７】
上記のようなＦＭコード変調のルールにおいて、図１５（ｇ）のようにデータビットスト
リームが「１０１１００１０」とされているときのＦＭコード波形、およびウォブル波形
（正弦波状波形）は図１５（ｈ）（ｉ）に示すようになる。
なお、図１５（ｅ）（ｆ）に示すパターンに対応した場合は、図１５（ｊ）（ｋ）に示す
ようになる。
【００６８】
２－２．データのＥＣＣフォーマット
【００６９】
図１６，図１７，図１８により、フェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報につ
いてのＥＣＣフォーマットを説明する。
まず図１６には、フェーズチェンジマークで記録再生するメインデータ（ユーザーデータ
）についてのＥＣＣフォーマットを示している。
【００７０】
ＥＣＣ（エラー訂正コード）としては、メインデータ６４ＫＢ（＝１セクターの２０４８
バイト×３２セクター）に対するＬＤＣ（long distance code）と、ＢＩＳ(Burst indic
ator subcode)の２つがある。
【００７１】
図１６（ａ）に示すメインデータ６４ＫＢについては、図１６（ｂ）のようにＥＣＣエン
コードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４ＢのＥＤＣ(error det
ection code)を付加し、３２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。ＬＤＣはＲＳ(248,216
,33)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed solomon)コードであ
る。３０４の符号語がある。
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【００７２】
一方、ＢＩＳは、図１６（ｃ）に示す７２０Ｂのデータに対して、図１６（ｄ）のように
ＥＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス
３３のＲＳ(reed solomon)コードである。２４の符号語がある。
【００７３】
図１８（ａ）にＲＷゾーンにおけるメインデータについてのフレーム構造を示している。
上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームにつ
き、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（
３８Ｂ）が配されて１５５Ｂの構造となる。つまり１フレームは３８Ｂ×４の１５２Ｂの
データと、３８ＢごとにＢＩＳが１Ｂ挿入されて構成される。
フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレーム１５５Ｂの先頭に配される。１
つのブロックには４９６のフレームがある。
ＬＤＣデータは、０，２，・・・の偶数番目の符号語が、０，２，・・・の偶数番目のフ
レームに位置し、１，３，・・・の奇数番目の符号語が、１，３，・・・の奇数番目のフ
レームに位置する。
【００７４】
ＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほぼ、すべて訂
正される。つまり符号長６２に対してディスタンスが３３という符号を用いている。
このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使うことができる。
ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。図１８（ａ）のフレーム構造におい
て隣接したＢＩＳあるいはフレームシンクＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだには
さまれたデータ３８Ｂはバーストエラーとみなされる。このデータ３８Ｂにはそれぞれエ
ラーポインタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレ
ージャ訂正をおこなう。
これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力を上げることができる。
ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。このアドレスは、ＲＯＭタイプディスク等で
、ウォブリンググルーブによるアドレス情報がない場合等につかわれる。
【００７５】
次に図１７にプリレコーデッド情報についてのＥＣＣフォーマットを示す。
この場合ＥＣＣには、メインデータ４ＫＢ（１セクタ２０４８Ｂ×２セクタ）に対するＬ
ＤＣ（long distance code）とＢＩＳ(Burst indicator subcode)の２つがある。
【００７６】
図１７（ａ）に示すプリレコーデッド情報としてのデータ４ＫＢについては、図１７（ｂ
）のようにＥＣＣエンコードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４
ＢのＥＤＣ(error detection code)を付加し、２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。Ｌ
ＤＣはＲＳ(248,216,33)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed 
solomon)コードである。１９の符号語がある。
【００７７】
一方、ＢＩＳは、図１７（ｃ）に示す１２０Ｂのデータに対して、図１７（ｄ）のように
ＥＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス
３３のＲＳ(reed solomon)コードである。４つの符号語がある。
【００７８】
図１８（ｂ）にＰＢゾーンにおけるプリレコーデッド情報についてのフレーム構造を示し
ている。
上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームにつ
き、フレームシンクＦＳ（１Ｂ）、データ（１０Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（９Ｂ）
が配されて２１Ｂの構造となる。つまり１フレームは１９Ｂのデータと、ＢＩＳが１Ｂ挿
入されて構成される。
フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレームの先頭に配される。１つのブロ
ックには２４８のフレームがある。
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【００７９】
この場合もＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほぼ
、すべて訂正される。このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使う
ことができる。
ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。隣接したＢＩＳ或いはフレームシン
クＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだにはさまれたデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂは
バーストエラーとみなされる。このデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂにはそれぞれエラーポイ
ンタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレージャ訂
正をおこなう。
これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力をあげることができる。
【００８０】
ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。プリレコーデッドデータゾーンではプリレコ
ーデッド情報がウォブリンググルーブによって記録され、従ってウォブリンググルーブに
よるアドレス情報は無いため、このＢＩＳにあるアドレスがアクセスのために使われる。
【００８１】
図１６，図１７からわかるように、フェイズチェンジマークによるデータとプリレコーデ
ッド情報は、ＥＣＣフォーマットとしては、同一の符号及び構造が採用される。
これは、プリレコーデッド情報のＥＣＣデコード処理は、フェイズチェンジマークによる
データ再生時のＥＣＣデコード処理を行う回路系で実行でき、ディスクドライブ装置とし
てはハードウエア構成の効率化を図ることができることを意味する。
【００８２】
２－３．アドレスフォーマット
２－３－１．記録再生データとアドレスの関係
本例のＤＶＲディスクの記録再生単位は、上記図１８に示した１５６シンボル×４９６フ
レームのＥＣＣブロックの前後に１フレームのＰＬＬ等のためのリンクエリアを付加して
生成された合計４９８フレームの記録再生クラスタとなる。この記録再生クラスタを、Ｒ
ＵＢ（Recording Unit Block）と呼ぶ。
そして本例のディスク１のアドレスフォーマットでは、図１９（Ａ）に示すように、１つ
のＲＵＢ（498フレーム）を、ウォブルとして記録された３つのアドレスユニット（ＡＤ
ＩＰ_１，ＡＤＩＰ_２，ＡＤＩＰ_３）により管理する。すなわち、この３つのアドレス
ユニットに対して、１つのＲＵＢを記録する。
【００８３】
このアドレスフォーマットでは、１つのアドレスユニットを、８ビットのシンクパートと
７５ビットのデータパートとの合計８３ビットで構成する。本アドレスフォーマットでは
、プリグルーブに記録するウォブル信号の基準キャリア信号を、コサイン信号（Ｃｏｓ(
ωｔ)）とし、ウォブル信号の１ビットを、図１９（Ｂ）に示すように、この基準キャリ
ア信号の５６周期分で構成する。従って、基準キャリア信号の１周期（１ウォブル周期）
の長さが、相変化の１チャネル長の６９倍となる。１ビットを構成する基準キャリア信号
の５６周期分を、以下、ビットブロックと呼ぶ。
【００８４】
２－３－２．シンクパート
図２０に、アドレスユニット内のシンクパートのビット構成を示す。シンクパートは、ア
ドレスユニットの先頭を識別するための部分であり、第１から第４の４つのシンクブロッ
ク（sync block "1",sync block "2",sync block "3",sync block "4"）から構成される
。各シンクブロックは、モノトーンビットと、シンクビットとの２つのビットブロックか
ら構成される。
【００８５】
モノトーンビットの信号波形は、図２１（Ａ）に示すように、５６ウォブルから構成され
るビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マークBMとなっており、ビット同期マ
ークBM以後の４～５６ウォブル目までがモノトーンウォブル（基準キャリア信号（Ｃｏｓ
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(ωｔ)）の信号波形）となっている。
【００８６】
ビット同期マークBMは、ビットブロックの先頭を識別するための所定の符号パターンの被
変調データをＭＳＫ変調して生成した信号波形である。すなわち、このビット同期マーク
BMは、所定の符号パターンの被変調データを差動符号化し、その差動符号化データの符号
に応じて周波数を割り当てて生成した信号波形である。なお、被変調データの最小符号長
Ｌは、ウォブル周期の２周期分である。本例では、１ビット分（２ウォブル周期分）“１
”とされた被変調データをＭＳＫ変調して得られる信号波形が、ビット同期マークBMとし
て記録されている。つまり、このビット同期マークBMは、ウォブル周期単位で、“Ｃｏｓ
(１．５ωｔ)，－Ｃｏｓ(ωｔ)，－Ｃｏｓ(１．５ωｔ)”と連続する信号波形となる。
【００８７】
従って、モノトーンビットは、図２１（Ｂ）に示すように、“１００００・・・・００”
というような被変調データ（符号長が２ウォブル周期）を生成し、これをＭＳＫ変調すれ
ば生成することができる。
【００８８】
なお、このビット同期マークBMは、シンクパートのモノトーンビットのみならず、以下に
説明する全てのビットブロックの先頭に挿入されている。従って、記録再生時において、
このビット同期マークBMを検出して同期をかけることにより、ウォブル信号内のビットブ
ロックの同期（すなわち、５６ウォブル周期の同期）を取ることができる。また、さらに
、このビット同期マークBMは、以下に説明する各種変調信号のビットブロック内の挿入位
置を特定するための基準とすることができる。
【００８９】
第１のシンクブロックのシンクビット（sync"0"bit）の信号波形は、図２２（Ａ）に示す
ように、５６ウォブルから構成されるビットブロックの１?３ウォブル目がビット同期マ
ークBMとなっており、１７～１９ウォブル目及び２７～２９ウォブル目がＭＳＫ変調マー
クMMとなっており、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。
【００９０】
第２のシンクブロックのシンクビット（sync"1"bit）の信号波形は、図２３（Ａ）に示す
ように、５６ウォブルから構成されるビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マ
ークBMとなっており、１９～２１ウォブル目及び２９～３１ウォブル目がＭＳＫ変調マー
クMMとなっており、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。
【００９１】
第３のシンクブロックのシンクビット（sync"2"bit）の信号波形は、図２４（Ａ）に示す
ように、５６ウォブルから構成されるビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マ
ークBMとなっており、２１～２３ウォブル目及び３１～３３ウォブル目がＭＳＫ変調マー
クMMとなっており、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。
【００９２】
第４のシンクブロックのシンクビット（sync"3"bit）の信号波形は、図２５（Ａ）に示す
ように、５６ウォブルから構成されるビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マ
ークBMとなっており、２３～２５ウォブル目及び３３～３５ウォブル目がＭＳＫ変調マー
クMMとなっており、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。
【００９３】
ＭＳＫ同期マークは、ビット同期マークBMと同様に、所定の符号パターンの被変調データ
をＭＳＫ変調して生成した信号波形である。すなわち、このＭＳＫ同期マークは、所定の
符号パターンの被変調データを差動符号化し、その差動符号化データの符号に応じて周波
数を割り当てて生成した信号波形である。なお、被変調データの最小符号長Ｌは、ウォブ
ル周期の２周期分である。本例では、１ビット分（２ウォブル周期分）“１”とされた被
変調データをＭＳＫ変調して得られる信号波形が、ＭＳＫ同期マークとして記録されてい
る。つまり、このＭＳＫ同期マークは、ウォブル周期単位で、“Ｃｏｓ(１．５ωｔ)，－
Ｃｏｓ(ωｔ)，－Ｃｏｓ(１．５ωｔ)”と連続する信号波形となる。
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【００９４】
従って、第１のシンクブロックのシンクビット（sync"0"bit）は、図２２（Ｂ）に示すよ
うなデータストリーム（符号長が２ウォブル周期）を生成し、これをＭＳＫ変調すれば生
成することができる。同様に、第２の第２のシンクブロックのシンクビット（sync"1"bit
）は図２３（Ｂ）に示すようなデータストリーム、第３のシンクブロックのシンクビット
（sync"2"bit）は図２４（Ｂ）に示すようなデータストリーム、第４のシンクブロックの
シンクビット（sync"2"bit）は図２５（Ｂ）に示すようなデータストリームをそれぞれ生
成し、これらをＭＳＫ変調すれば生成することができる。
【００９５】
なお、シンクビットは、２つのＭＳＫ変調マークMMのビットブロックに対する挿入パター
ンが、他のビットブロックのＭＳＫ変調マークMMの挿入パターンとユニークとされている
。そのため、記録再生時には、ウォブル信号をＭＳＫ復調して、ビットブロック内におけ
るＭＳＫ変調マークMMの挿入パターンを判断し、４つのシンクビットのうち少なくとも１
つのシンクビットを識別することにより、アドレスユニットの同期を取ることができ、以
下に説明するデータパートの復調及び復号を行うことができる。
【００９６】
２－３－３．データパート
図２６に、アドレスユニット内のデータパートのビット構成を示す。データパートは、ア
ドレス情報の実データが格納されている部分であり、第１から第１５の１５つのＡＤＩＰ
ブロック（ADIP block"1"～ADIP block"15"）から構成される。各ＡＤＩＰブロックは、
１つのモノトーンビットと４つのＡＤＩＰビットとから構成される。
モノトーンビットの信号波形は、図２１に示したものと同様である。
ＡＤＩＰビットは、実データの１ビットを表しており、その符号内容で信号波形が変わる
。
【００９７】
ＡＤＩＰビットが表す符号内容が“１”である場合には、図２７（Ａ）に示すように、５
６ウォブルから構成されるビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マークBMとな
り、１３～１５ウォブル目がＭＳＫ変調マークMMとなり、１９～５５ウォブル目が基準キ
ャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）にＳｉｎ(２ωｔ)が加算されたＨＭＷ“１”の変調部となり
、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。すなわち、符号内容が
“１”を表すＡＤＩＰビットは、図２７（Ｂ）に示すように“１０００００１００・・・
・００”というような被変調データ（符号長が２ウォブル周期）を生成してこれをＭＳＫ
変調するとともに、図２７（Ｃ）に示すようにＭＳＫ変調した後の信号波形の１９～５５
ウォブル目に振幅が－１２ｄＢのＳｉｎ(２ωｔ)を加算すれば、生成することができる。
【００９８】
ＡＤＩＰビットが表す符号内容が“０”である場合には、図２８（Ａ）に示すように、５
６ウォブルから構成されるビットブロックの１～３ウォブル目がビット同期マークBMとな
り、１５～１７ウォブル目がＭＳＫ変調マークMMとなり、１９～５５ウォブル目が基準キ
ャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）に－Ｓｉｎ(２ωｔ)が加算されたＨＭＷ“０”の変調部とな
り、残りのウォブルの波形が全てモノトーンウォブルとなっている。すなわち、符号内容
が“０”を表すＡＤＩＰビットは、図２８（Ｂ）に示すように“１００００００１０・・
・・００”というような被変調データ（符号長が２ウォブル周期）を生成してこれをＭＳ
Ｋ変調するとともに、図２８（Ｃ）に示すようにＭＳＫ変調した後の信号波形の１９～５
５ウォブル目に振幅が－１２ｄＢの－Ｓｉｎ(２ωｔ)を加算すれば、生成することができ
る。
【００９９】
以上のようにＡＤＩＰビットは、ＭＳＫ変調マークMMの挿入位置に応じて、そのビット内
容が区別されている。つまり、１３～１５ウォブル目にＭＳＫ変調マークMMが挿入されて
いればビット“１”を表し、１５～１７ウォブル目にＭＳＫ変調マークMMが挿入されてい
ればビット“０”を表している。また、さらにＡＤＩＰビットは、ＭＳＫ変調マークMMの
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挿入位置で表したビット内容と同一のビット内容を、ＨＭＷ変調で表している。従って、
このＡＤＩＰビットは、異なる２つの変調方式で同一のビット内容を表すこととなるので
、確実にデータのデコードを行うことができる。
【０１００】
以上のようなシンクパートとデータパートを合成して表したアドレスユニットのフォーマ
ットを図２９に示す。
本例の光ディスク１のアドレスフォーマットは、この図２９に示すように、ビット同期マ
ークBMと、ＭＳＫ変調マークMMと、ＨＭＷ変調部とが、１つのアドレスユニット内に離散
的に配置されている。そして、各変調信号部分の間は、少なくとも１ウォブル周期以上の
モノトーンウォブルが配置されている。従って、各変調信号間の干渉がなく、確実にそれ
ぞれの信号を復調することができる。
【０１０１】
２－３－４．アドレス情報の内容
以上のように記録されるＡＤＩＰ情報としてのアドレスフォーマットは図３０のようにな
る。
ＡＤＩＰアドレス情報は３６ビットあり、これに対してパリティ２４ビットが付加される
。
３６ビットのＡＤＩＰアドレス情報は、多層記録用にレイヤナンバ３bit（layer no.bit 
0～layer no.bit2）、ＲＵＢ(recording unit block)用に１９bit（RUB no.bit 0～layer
 no.bit 18）、１ＲＵＢに対する３つのアドレスブロック用に２bit（address no.bit 0
、address no.bit1）とされる。
また、記録再生レーザパワー等の記録条件を記録したdisc ID等、ＡＵＸデータとして１
２bitが用意されている。
【０１０２】
アドレスデータとしてのＥＣＣ単位は、このように合計６０ビットの単位とされ、図示す
るようにNibble0～Nibble14の１５ニブル（１ニブル＝４ビット）で構成される。
エラー訂正方式としては４ビットを１シンボルとした、nibbleベースのリードソロモン符
号ＲＳ(15,9,7)である。つまり、符号長１５ニブル、データ９ニブル、パリティ６ニブル
である。
【０１０３】
２－４．アドレス復調回路
次に、上述したアドレスフォーマットのＤＶＲディスクからアドレス情報を復調するアド
レス復調回路について説明をする。
図３１に、アドレス復調回路のブロック構成図を示す。
アドレス復調回路３０は、図３１に示すように、ＰＬＬ回路３１と、ＭＳＫ用タイミング
ジェネレータ３２と、ＭＳＫ用乗算器３３と、ＭＳＫ用積算器３４と、ＭＳＫ用サンプル
／ホールド回路３５と、ＭＳＫ用スライス回路３６と、Ｓｙｎｃデコーダ３７と、ＭＳＫ
アドレスデコーダ３８と、ＨＭＷ用タイミングジェネレータ４２と、ＨＭＷ用乗算器４３
と、ＨＭＷ用積算器４４と、ＨＭＷ用サンプル／ホールド回路４５と、ＨＭＷ用スライス
回路４６と、ＨＭＷアドレスデコーダ４７とを備えている。
【０１０４】
ＰＬＬ回路３１には、ＤＶＲディスクから再生されたウォブル信号が入力される。ＰＬＬ
回路３１は、入力されたウォブル信号からエッジ成分を検出して、基準キャリア信号（Ｃ
ｏｓ(ωｔ)）に同期したウォブルクロックを生成する。生成されたウォブルクロックは、
ＭＳＫ用タイミングジェネレータ３２及びＨＭＷタイミングジェネレータ４２に供給され
る。
【０１０５】
ＭＳＫ用タイミングジェネレータ３２は、入力されたウォブル信号に同期した基準キャリ
ア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）を生成する。また、ＭＳＫ用タイミングジェネレータ３２は、ウ
ォブルクロックから、クリア信号（CLR）及びホールド信号（HOLD）を生成する。クリア
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信号（CLR）は、ウォブル周期の２周期が最小符号長となる被変調データのデータクロッ
クの開始エッジから、１／２ウォブル周期遅延したタイミングで発生される信号である。
また、ホールド信号（HOLD）は、被変調データのデータクロックの終了エッジから、１／
２ウォブル周期遅延したタイミングで発生される信号である。ＭＳＫ用タイミングジェネ
レータ３２により生成された基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）は、ＭＳＫ用乗算器３３
に供給される。生成されたクリア信号（CLR）は、ＭＳＫ用積算器３４に供給される。生
成されたホールド信号（HOLD）は、ＭＳＫ用サンプル／ホールド回路３５に供給される。
【０１０６】
ＭＳＫ用乗算器３３は、入力されたウォブル信号と、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）
とを乗算して、同期検波処理を行う。同期検波された出力信号は、ＭＳＫ用積算器３４に
供給される。
ＭＳＫ用積算器３４は、ＭＳＫ用乗算器３３により同期検波された信号に対して積算処理
を行う。なお、このＭＳＫ用積算器３４は、ＭＳＫ用タイミングジェネレータ４２により
生成されたクリア信号（CLR）の発生タイミングで、その積算値を０にクリアする。
【０１０７】
ＭＳＫ用サンプル／ホールド回路３５は、ＭＳＫ用タイミングジェネレータ３２により生
成されたホールド信号（HOLD）の発生タイミングで、ＭＳＫ用積算器３４の積算出力値を
サンプルして、次のホールド信号（HOLD）が発生するまで、サンプルした値をホールドす
る。
ＭＳＫ用スライス回路３６は、ＭＳＫ用サンプル／ホールド回路３５によりホールドされ
ている値を、原点（０）を閾値として２値化し、その値の符号を反転して出力する。
そして、このＭＳＫ用スライス回路３６からの出力信号が、ＭＳＫ復調されたデータスト
リームとなる。
【０１０８】
Ｓｙｎｃデコーダ３７は、ＭＳＫスライス回路３６から出力された復調データのビットパ
ターンから、シンクパート内のシンクビットを検出する。Ｓｙｎｃデコーダ３７は、検出
されたシンクビットからアドレスユニットの同期を取る。Ｓｙｎｃデコーダ３７は、この
アドレスユニットの同期タイミングに基づき、データパートのＡＤＩＰビット内のＭＳＫ
変調されているデータのウォブル位置を示すＭＳＫ検出ウィンドウと、データパートのＡ
ＤＩＰビット内のＨＭＷ変調されているデータのウォブル位置を示すＨＭＷ検出ウィンド
ウとを生成する。図３２（Ａ）に、シンクビットから検出されたアドレスユニットの同期
位置タイミングを示し、図３２（Ｂ）に、ＭＳＫ検出ウィンドウのタイミングを示し、図
３２（Ｃ）に、ＨＭＷ検出ウィンドウのタイミングを示す。
【０１０９】
Ｓｙｎｃデコーダ３７は、ＭＳＫ検出ウィンドウをＭＳＫアドレスデコーダ３８に供給し
、ＨＭＷ検出ウィンドウをＨＭＷ用タイミングジェネレータ４２に供給する。
【０１１０】
ＭＳＫアドレスデコーダ３８は、ＭＳＫスライス回路３６から出力された復調ストリーム
が入力され、ＭＳＫ検出ウィンドウに基づき復調されたデータストリームのＡＤＩＰビッ
ト内におけるＭＳＫ変調マークMMの挿入位置を検出し、そのＡＤＩＰビットが表している
符号内容を判断する。すなわち、ＡＤＩＰビットのＭＳＫ変調マークの挿入パターンが図
２７に示すようなパターンである場合にはその符号内容を“１”と判断し、ＡＤＩＰビッ
トのＭＳＫ変調マークの挿入パターンが図２８に示すようなパターンである場合にはその
符号内容を“０”と判断する。そして、その判断結果から得られたビット列を、ＭＳＫの
アドレス情報として出力する。
【０１１１】
ＨＭＷ用タイミングジェネレータ４２は、ウォブルクロックから、入力されたウォブル信
号に同期した２次高調波信号（Ｓｉｎ(２ωｔ)）を生成する。また、ＨＭＷ用タイミング
ジェネレータ４２は、ＨＭＷ検出ウィンドウから、クリア信号（CLR）及びホールド信号
（HOLD）を生成する。クリア信号（CLR）は、ＨＭＷ検出ウィンドウの開始エッジのタイ
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ミングで発生される信号である。また、ホールド信号（HOLD）は、ＨＭＷ検出ウィンドウ
の終了エッジのタイミングで発生される信号である。ＨＭＷ用タイミングジェネレータ４
２により生成された２次高調波信号（Ｓｉｎ(２ωｔ)）は、ＨＭＷ用乗算器４３に供給さ
れる。生成されたクリア信号（CLR）は、ＨＭＷ用積算器４４に供給される。生成された
ホールド信号（HOLD）は、ＨＭＷ用サンプル／ホールド回路４５に供給される。
【０１１２】
ＨＭＷ用乗算器４３は、入力されたウォブル信号と、２次高調波信号（Ｓｉｎ(２ωｔ)）
とを乗算して、同期検波処理を行う。同期検波された出力信号は、ＨＭＷ用積算器４４に
供給される。
ＨＭＷ用積算器４４は、ＨＭＷ用乗算器４３により同期検波された信号に対して積算処理
を行う。なお、このＨＭＷ用積算器４４は、ＨＭＷ用タイミングジェネレータ４２により
生成されたクリア信号（CLR）の発生タイミングで、その積算値を０にクリアする。
【０１１３】
ＨＭＷ用サンプル／ホールド回路４５は、ＨＭＷ用タイミングジェネレータ４２により生
成されたホールド信号（HOLD）の発生タイミングで、ＨＭＷ用積算器４４の積算出力値を
サンプルして、次のホールド信号（HOLD）が発生するまで、サンプルした値をホールドす
る。すなわち、ＨＭＷ変調されているデータは、１ビットブロック内に３７ウォブル分あ
るので、図３２（Ｄ）に示すようにクリア信号(HOLD)がｎ＝０（ｎはウォブル数を示すも
のとする。）で発生したとすると、ＨＭＷ用サンプル／ホールド回路４５は、図３２（Ｅ
）に示すようにｎ＝３６で積算値をサンプルする。
【０１１４】
ＨＭＷ用スライス回路４６は、ＨＭＷ用サンプル／ホールド回路４５によりホールドされ
ている値を、原点（０）を閾値として２値化し、その値の符号を出力する。
そして、このＨＭＷ用スライス回路４６からの出力信号が、復調されたデータストリーム
となる。
ＨＭＷアドレスデコーダ４７は、復調されたデータストリームから、各ＡＤＩＰビットが
表している符号内容を判断する。そして、その判断結果から得られたビット列を、ＨＭＷ
のアドレス情報として出力する。
【０１１５】
図３３に、符号内容が“１”のＡＤＩＰビットを、上記アドレス復調回路３０でＨＭＷ復
調した際の各信号波形を示す。なお、図３３の横軸（ｎ）は、ウォブル周期の周期番号を
示している。図３３（Ａ）は、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）と、符号内容が“１”
の被変調データと、この被変調データに応じて生成された２次高調波信号波形（Ｓｉｎ(
２ωｔ)，－１２ｄＢ）を示している。図３３（Ｂ）は、生成されたウォブル信号を示し
ている。図３３（Ｃ）は、このウォブル信号の同期検波出力信号（ＨＭＷ×Ｓｉｎ(２ω
ｔ)）と、同期検波出力信号の積算出力値、この積算出力値のホールド値、並びに、スラ
イス回路２６から出力される復調された被変調データを示している。
【０１１６】
図３４に、符号内容が“０”のＡＤＩＰビットを、上記アドレス復調回路３０でＨＭＷ復
調した際の各信号波形を示す。なお、図３４の横軸（ｎ）は、ウォブル周期の周期番号を
示している。図３４（Ａ）は、基準キャリア信号（Ｃｏｓ(ωｔ)）と、符号内容が“１”
の被変調データと、この被変調データに応じて生成された２次高調波信号波形（－Ｓｉｎ
(２ωｔ)，－１２ｄＢ）を示している。図３４（Ｂ）は、生成されたウォブル信号を示し
ている。図３４（Ｃ）は、このウォブル信号の同期検波出力信号（ＨＭＷ×Ｓｉｎ(２ω
ｔ)）と、同期検波出力信号の積算出力値、この積算出力値のホールド値、並びに、スラ
イス回路２６から出力される復調された被変調データを示している。
【０１１７】
以上のようにアドレス復調回路３０では、ＭＳＫ変調で記録されたアドレスユニットの同
期情報を検出し、その検出タイミングに基づき、ＭＳＫ復調及びＨＭＷ復調を行うことが
できる。
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【０１１８】
３．１層／２層／ｎ層ディスク
３－１．層構造
以上のような本例のＤＶＲ光ディスク１としては、記録層が１層の１層ディスクと、記録
層が２層、３層・・・の２層ディスク、３層ディスク・・・（これらをまとめて「複数層
ディスク」或いは「ｎ層ディスク」ともいう。ｎは層数を意味する）としての種別がある
。
当然ながら、多数の記録層を設けることで、記録容量を大幅に拡大できる。そして本例で
は、複数層ディスクについて好適な構造として、各種層数の種別のディスクでの互換性、
アクセス性、信頼性を得られるものを実現する。
【０１１９】
図３５（ａ）（ｂ）（ｃ）にそれぞれ１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディスクの層構
造を模式的に示している。なお図３５（ｄ）には各ディスクにおいて各記録層に与えられ
るレイヤーアドレスを示している。
ディスク厚は１．２ｍｍであり、ポリカーボネートによる基板ＲＬの厚みが約１．１ｍｍ
となる。
ディスク１に対して記録再生を行うディスクドライブ装置からの光学ビームを一点鎖線で
示しているが、この光学ビームは波長４０５ｎｍの青色レーザであり、ＮＡが０．８５の
対物レンズによって、図示するようにカバー層（サブストレート）ＣＶＬ側から集光され
る。
【０１２０】
図３５（ａ）の１層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、フェ
ーズチェンジ記録膜の記録層Ｌ０を形成し、その上に１００μｍのカバー層ＣＶＬを形成
してある。
記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０に集光される。
記録層Ｌ０のレイヤアドレスは「０」である。
【０１２１】
図３５（ｂ）の２層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、フェ
ーズチェンジ記録膜の記録層Ｌ０を形成し、２５μｍの中間層ＭＬをはさみ、第２のフェ
ーズチェンジ記録膜の記録層L１を形成し、７５μｍのカバー層ＣＶＬを形成してある。
記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０、及びＬ１に集光される
。
第１の記録層L０のレイヤアドレスは「０」、第２の記録層L１のレイヤアドレスは「１」
である。各記録層に対しては、レイヤアドレス「０」「１」の順に記録再生されるものと
なる。
ここで、第１の記録層Ｌ０は、１層ディスクの場合と同じく、カバー層ＣＶＬの表面ＣＶ
Ｌｓからは１００μｍの位置に形成してある。
【０１２２】
図３５（ｃ）のｎ層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、フェ
ーズチェンジ記録膜の記録層Ｌ０を形成し、２５μｍの中間層ＭＬをはさみ、第２のフェ
ーズチェンジ記録膜の記録層L１を形成する。さらに第３の記録層以降も、それぞれ２５
μｍの中間層ＭＬをはさんで、フェーズチェンジ記録膜の記録層として形成される。つま
り第ｎ層では、第ｎ－１のフェーズチェンジ記録膜の記録層の上に、中間層ＭＬをはさん
で、フェーズチェンジ記録膜の記録層として形成される。
カバー層ＣＶＬの厚みは、１００－(n-1)×２５μｍとなる。
記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０、Ｌ１・・・・Ｌｎに集
光される。
第１の記録層L０のレイヤアドレスは「０」、第２の記録層L１のレイヤアドレスは「１」
・・・第ｎの記録層L（n-1）のレイヤアドレスは「ｎ－１」である。各記録層に対しては
、レイヤアドレス「０」「１」・・・「ｎ－１」の順に記録再生されるものとなる。
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ここで、第１の記録層Ｌ０は、１層ディスク、２層ディスクの場合と同じく、カバー層Ｃ
ＶＬの表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位置に形成してある。
【０１２３】
このように、１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクにおいて、第１のフェー
ズチェンジ記録膜の記録層Ｌ０を、カバー層ＣＶＬの表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位
置に形成している。また複数層ディスクにおいて、第２～第ｎのフェーズチェンジ記録膜
の記録層Ｌ１，Ｌ２・・・Ｌ（ｎ－１）は、第１の記録層Ｌ０より、カバー層表面ＣＶＬ
ｓ側に配置される。
このため１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクにおいて、第１の記録層Ｌ０
はポリカーボネート基板ＲＬ上に同様に形成することができ、製造工程の一部を共通化で
きると共に、１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクのそれぞれの第１の記録
層Ｌ０は、同様の記録再生特性を得ることができる。
【０１２４】
また複数層ディスクにおいて、第２の記録層以降（Ｌ１・・・Ｌ（ｎ－１））を、第１の
記録層Ｌ０より、カバー層の表面側に配置することにより、第２～第ｎの各記録層につい
てのカバー層表面ＣＶＬｓまでの距離は順次短くなる。つまり、カバー層の厚さが順次う
すくなる。これによりディスクと光学ビームのチルト（傾き）許容角度が広がる。
従って、第２から第ｎの記録層の記録再生特性を、第１の記録層Ｌ０に比較し、ゆるめる
ことができ、複数層ディスクとしてのディスク１の生産性を高め、コストダウンにつなげ
ることができる。
【０１２５】
複数層ディスクにおいての第１から第ｎの各記録層に対して記録再生を行う際は、光学ビ
ームを各記録層に集光するとともに、カバー層表面ＣＶＬｓからの各記録層に対するカバ
ー層ＣＶＬの厚さが異なるため、球面収差を各記録層に応じて補正し、記録再生するよう
にする。
１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクは、いずれも第１の記録層Ｌ０が、カ
バー層表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位置に形成されている。従って、ディスクドライ
ブ装置にディスクが装填される前、或いは装填の際に光学ヘッドにおいて第１の記録層Ｌ
０に合わせて球面収差補正を行っておくことにより、１層ディスク、２層ディスク、ｎ層
ディスクのいずれが装填された場合でも、レイヤアドレス「０」の第１の記録層Ｌ０に光
学ビームを良好に集光することができ、レイヤアドレス「０」から記録再生することがで
きる。
これらの動作については、ディスクドライブ装置の処理として後述する。
なお、各記録層の記録膜はフェーズチェンジ膜としたが、上記の層構造及びそれによる効
果は、光磁気記録膜等、他の記録再生ディスクとしても同様に適用できる。
【０１２６】
３－２．ディスクレイアウト
次に、１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディスクのディスクレイアウトを説明する。
図３６は１層ディスクのディスクレイアウトとして、ディスク半径方向のエリア構成を示
している。なお、リードインゾーン、データゾーン、リードアウトゾーンの配置（半径位
置）、及びＰＢゾーン、ＲＷゾーンの配置（半径位置）は図１３で説明したとおりである
。（図３７，図３８も同様）
【０１２７】
図１３にも示したが、リードインゾーンは、内周側からＢＣＡ、プリレコーデッドデータ
ゾーンＰＲ、ＯＰＣ／ＤＭＡ（test write area及びDefect management area）とされる
。
ＢＣＡは、フェーズチェンジマークによる記録、あるいは、高出力のレーザーで、記録層
を焼ききる記録方式により、半径方向にバーコード上の信号を記録する。これによりディ
スク１枚１枚にユニークなＩＤが記録される。そしてこのユニークＩＤにより、ディスク
１へのコンテンツのコピーを管理するようにしている。
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上述もしたがプリレコーデッドデータゾーンＰＲは、あらかじめ記録再生パワー条件等の
ディスク情報、コピープロテクションにつかう情報等を、ウォブリンググルーブによって
記録してある。
ＯＰＣ／ＤＭＡのＯＰＣ（Test write area）は記録再生パワー等、フェーズチェンジマ
ークの記録再生条件を設定するためにつかわれる。
ＤＭＡ（Defect management area）ではディフェクト情報を管理する情報を記録再生する
。
【０１２８】
データゾーンは、実際にユーザーデータを記録再生するエリアである。
データゾーンには、パーソナルコンピュータユース等において、ディフェクト等により記
録再生できない部分が存在した場合、記録再生できない部分（セクタ、クラスタ）を交替
する交替エリアとして、ユーザーデータを記録再生するデータエリアの前後にＩＳＡ(Inn
er spare area)、ＯＳＡ(outer spare area)を設定する。ビデオ記録再生等の、高転送レ
ートのリアルタイム記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
【０１２９】
図示していないがリードアウトゾーンには、リードインゾーンと同様、ＤＭＡがあり、デ
ィフェクト管理情報を記録再生する。
またリードアウトゾーンは、シークの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリア
としてもつかわれる。
【０１３０】
このような１層ディスクでは、アドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記録されて
おり、ディスクドライブ装置による記録再生は、内周から外周の方向に行なわれる。
【０１３１】
図３７に、２層ディスクのディスクレイアウトの例を示す。
２層ディスクでは、第１の記録層Ｌ０は、上記図３６の１層ディスクと同様のディスクレ
イアウトとなる。但し、リードアウトゾーンに相当する部分は、記録再生の終了部分とし
て意味でのリードアウトとならないため、アウターゾーン０とされる。
【０１３２】
２層ディスクにおいて第２の記録層L１は、外周から内周へ向かって、アウターゾーン１
、データゾーン、リードアウトゾーンから構成される。
この場合、リードアウトゾーンは半径２４ｍｍより内側に位置する。半径２１～２２．２
ｍｍにＢＣＡ（斜線部）、半径２２．２～２３．１ｍｍにプリレコーデッドデータゾーン
、半径２３．１～２４ｍｍにＯＰＣ／ＤＭＡが設けられる。そして半径２４～５８ｍｍが
データゾーン、半径５８～５８．５ｍｍがアウターゾーン１とされる。
【０１３３】
この場合、第２の記録層L１には、ＢＣＡに相当するエリアが設けられてはいるが、ユニ
ークＩＤの記録は行われない。
第１の記録層L０に、高出力のレーザーで、記録層を焼ききる記録方式により、半径方向
にバーコード上の信号を記録した際、第１層Ｌ０のＢＣＡと厚み方向に同じ位置にある、
第２層Ｌ１のＢＣＡ（斜線部）にダメージがあり、第２層Ｌ１に、ユニークＩＤ等のＢＣ
Ａ情報を新たに記録しても、信頼性のある記録ができない可能性があるからである。また
逆に言えば、第２層Ｌ１にはＢＣＡ記録を行わないことにより、第１層Ｌ０のＢＣＡの信
頼性を高めるものとなる。
【０１３４】
一方、プリレコーデッドデータゾーンＰＲにおいては、管理情報の信頼性を高めるため、
また、どの層においてもアクセス性を高めるため、第１層Ｌ０、第２層Ｌ１とも、同じ情
報が記録される。
【０１３５】
データゾーンには、第１層Ｌ０、第２層L１とも、１層ディスクの場合と同様に、ディフ
ェクト等により記録再生できないエリア（セクタ、クラスタ）を交替する交替エリアとし
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て、内周にＩＳＡ０、ＩＳＡ１、外周にＯＳＡ０、ＯＳＡ１を設定する。ビデオ記録再生
等の、高転送レートのリアルタイム記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
アウターゾーン１には、ディフェクトマネジメントエリアがあり、ディフェクト情報を管
理する情報を記録再生する。
内外周のＤＭＡに記録するディフェクト管理情報は、すべての層を対象としての管理情報
を記録するものとなる。
また、アウターゾーンはシークの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリアとし
てつかわれる。
【０１３６】
２層ディスクでは、第１の記録層Ｌ０のアドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記
録されており、記録再生は内周から外周の方向に行う。
第２の記録層L１のアドレスのオーダーは、外周から内周の方向に記録されており、記録
再生は内周から外周の方向に行う。
第１の記録層Ｌ０は、内周から外周の方向に記録再生を行い、第２の記録層L１では、外
周から内周の方向に記録再生を行うので、第１層Ｌ０の外周で記録再生がおわると、第２
層Ｌ１の外周から継続して記録再生を行うことができる。
つまり外周から内周へのフルシークを必要とせず、第１層Ｌ０から第２層Ｌ１へ連続して
記録再生することができ、ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録を長時
間行うことができる。
【０１３７】
図３８に、ｎ層ディスク（ここでは３層以上のディスク）のディスクレイアウトの例を示
す。
ｎ層ディスクでは、第１の記録層Ｌ０は、１層ディスク、２層ディスクと同様のディスク
レイアウトである。ただし、１層ディスクにおけるリードアウトゾーンに相当する部分は
アウターゾーン０となる。
第２の記録層L１は、２層ディスクの第２の記録層Ｌ１と同様のディスクレイアウトであ
る。ただし、２層ディスクの第２の記録層Ｌ１における内周側となったリードアウトゾー
ンは、３層以上のディスクでは記録再生終端ではないためインナーゾーン１としてある。
【０１３８】
第ｎの記録層Ln-1は、第２の記録層L１と同様のディスクレイアウトである。第ｎの記録
層Ln-１には、第２の記録層L１と同様の理由で、ＢＣＡに対する記録は行わない。
またプリレコーデッドデータゾーンＰＲについては、管理情報の信頼性を高めるため、ま
た、どの層においてもアクセス性を高めるため、第１層Ｌ０、第２層Ｌ１・・・第ｎ層Ln
-1とも同じ情報を記録してある。
【０１３９】
データゾーンには、第１層Ｌ０、第２層L１・・・第ｎ層Ln-1とも、１層ディスクと同様
、ディフェクト等により記録再生できないエリア（セクタ、クラスタ）を交替する交替エ
リアとして、内周にＩＳＡ０、ＩＳＡ１・・・ＩＳＡ（n-1）、外周にＯＳＡ０、ＯＳＡ
１・・・ＯＳＡ（n-1）を設定する。ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイム
記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
第ｎ層におけるリードアウトゾーンには、ＤＭＡがあり、ディフェクト管理情報を記録再
生する。
内外周のＤＭＡに記録するディフェクト管理情報は、すべての層を対象としての管理情報
を記録するものとなる。
第１から第ｎの記録層のそれぞれのＤＭＡのいずれかにおいて、第１から第ｎの記録層の
ディフェクト管理情報を記録することにより、すべての層のディフェクト管理情報を一元
的にあつかうことができる。
また、例えば第１の記録層における内外周の各ＤＭＡを用いてディフェクトマネジメント
を行い、その第１層のＤＭＡでは記録再生できなくなった場合には第２層のＤＭＡにディ
フェクト管理情報を交替させていくことで、信頼性の高いディフェクト管理を行うことが
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できる。
【０１４０】
第ｎ層の「ｎ」が奇数である場合、第ｎ層の内周側がインナーゾーンとなり、外周側がリ
ードアウトゾーンとなる。
その場合、第ｎ層Ln-1のアドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記録されており、
記録再生は内周から外周の方向に行う。
第ｎ層の「ｎ」が偶数である場合、第ｎ層の内周側がリードアウトゾーンとなり、外周側
がアウターゾーンとなる。
その場合、第ｎ層Ln-1のアドレスのオーダーは、外周から内周の方向に記録されており、
記録再生は外周から内周の方向に行う。
【０１４１】
このような記録再生の進行が行われることで、上述した２層ディスクの場合と同様、外周
から内周へのフルシークを必要とせず、第１層Ｌ０内周→外周、第２層Ｌ１外周→内周、
・・・第ｎ層Ｌn-1内周（ｎが奇数のとき。偶数のときは外周）→外周（ｎ奇数のとき。
偶数のときは内周）と順次記録再生することができ、ビデオ記録再生等の、高転送レート
のリアルタイム記録を長時間行うことができる。
【０１４２】
図３９にディスクの各記録層におけるグルーブトラックのスパイラル方向を示す。
１層ディスクの場合は、グルーブトラックは、光学ビームの入射側（カバー層ＣＶＬ側）
からみて、図３９（ａ）のように反時計周りの方向に、内周から外周へスパイラル状に形
成される。
【０１４３】
２層ディスクの場合は、第１の記録層Ｌ０では、１層ディスクと同様、図３９（ａ）のよ
うに反時計周りの方向に、内周から外周へスパイラル状に形成される。
一方、第２の記録層L１では、グルーブトラックは、光学ビームの入射側（カバー層ＣＶ
Ｌ側）からみて、図３９（ｂ）のように反時計周りの方向に、外周から内周へスパイラル
状に形成される。
【０１４４】
ｎ層ディスクの場合、奇数番目の記録層（第１層Ｌ０、第３層Ｌ２・・・）では、１層デ
ィスクと同様、図３９（ａ）のように光学ビームの入射側からみて反時計周りの方向に、
内周から外周へスパイラル状に形成される。
一方、偶数番目の記録層（第２層L１、第４層Ｌ３・・・）では、グルーブトラックは、
光学ビームの入射側からみて、図３９（ｂ）のように反時計周りの方向に、外周から内周
へスパイラル状に形成される。
【０１４５】
以上のようなグルーブトラック構造により、１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディスク
のすべてのフェーズチェンジ記録膜の記録層は、反時計周りの方向にスパイラル状に記録
されており、ディスク回転方向を同じにして記録再生できる。
また２層ディスク、ｎ層ディスクでも、ディスク回転方向をかえずに、第１層Ｌ０内周→
Ｌ０外周→第２層Ｌ１外周→Ｌ１内周→・・・→第ｎ層Ｌn-1内周（ｎが奇数のとき。偶
数のときは外周）→Ｌn-1外周（ｎ奇数のとき。偶数のときは内周）と順次記録再生する
ことができ、ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録に好適である。
【０１４６】
ところで、１つの記録層について考えると、トラックピッチ0.32um、線密度0.12um/bitの
密度で、６４ＫＢのデータブロックを１つの記録再生単位として、フォーマット効率を約
82%としたとき、直系１２cmのディスクに２３．３Ｇバイト程度の容量を記録再生できる
と先に述べた。
このとき、データゾーンは、３５５６０３クラスタあることになる。
そして図３０に示したように、アドレスは、３ビットのレイヤアドレスと１９ビットのレ
イヤー内アドレス（ＲＵＢアドレス）であらわす。
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【０１４７】
１クラスタに２ビットのアドレスをおいたとき、奇数番目の記録層では、１９ビットのレ
イヤー内アドレスは、データゾーンでは、半径24mmで０２００００ｈ、半径５８mmで１７
ｂ４４ｃｈとなる（「ｈ」は１６進表記を表す）。
偶数番目の記録層では、奇数番目の記録層のアドレスの補数をとってつかう。１９ビット
のレイヤー内アドレスは、データゾーンでは、半径５８mmで０８４ｂｂ３ｈ、半径２４mm
で１ｄｆｆｆｆｈとなる。
【０１４８】
つまり、奇数番目の記録層では、アドレスは内周から外周へカウントアップされ、偶数番
目の記録層では、アドレスは外周から内周へカウントアップされる。偶数番目の記録層で
は、奇数番目の記録層のアドレスの補数をとってつかうことにより、レイヤー内アドレス
は、１つの層のレイヤー内アドレスのビット数であらわせる。また奇数番目の記録層と、
偶数番目の記録層の、アドレスに対する半径の位置関係もしることができる。
【０１４９】
４．ディスクドライブ装置
４－１．構成
次に、上記のような１層ディスク及び複数層ディスクとしてのディスク１に対応して記録
／再生を行うことのできるディスクドライブ装置を説明していく。
図４０はディスクドライブ装置の構成を示す。
【０１５０】
ディスク１は、図示しないターンテーブルに積載され、記録／再生動作時においてスピン
ドルモータ５２によって一定線速度（ＣＬＶ）で回転駆動される。
そして光学ピックアップ（光学ヘッド）５１によってディスク１上のＲＷゾーンにおける
グルーブトラックのウォブリングとして埋め込まれたＡＤＩＰ情報の読み出しがおこなわ
れる。またＰＢゾーンにおけるグルーブトラックのウォブリングとして埋め込まれたプリ
レコーデッド情報の読み出しがおこなわれる。
また記録時には光学ピックアップによってＲＷゾーンにおけるトラックにユーザーデータ
がフェイズチェンジマークとして記録され、再生時には光学ピックアップによって記録さ
れたフェイズチェンジマークの読出が行われる。
【０１５１】
ピックアップ５１内には、レーザ光源となるレーザダイオードや、反射光を検出するため
のフォトディテクタ、レーザ光の出力端となる対物レンズ、レーザ光を対物レンズを介し
てディスク記録面に照射し、またその反射光をフォトディテクタに導く光学系（図示せず
）が形成される。
レーザダイオードは、波長４０５ｎｍのいわゆる青色レーザを出力する。また光学系によ
るＮＡは０．８５である。
【０１５２】
ピックアップ５１内において対物レンズは二軸機構によってトラッキング方向及びフォー
カス方向に移動可能に保持されている。
またピックアップ５１全体はスレッド機構５３によりディスク半径方向に移動可能とされ
ている。
またピックアップ５１におけるレーザダイオードはレーザドライバ６３からのドライブ信
号（ドライブ電流）によってレーザ発光駆動される。
【０１５３】
なお、後述するがピックアップ５１内にはレーザ光の球面収差を補正する機構が備えられ
ており、システムコントローラ６０の制御によって球面収差補正が行われる。
【０１５４】
ディスク１からの反射光情報はフォトディテクタによって検出され、受光光量に応じた電
気信号とされてマトリクス回路５４に供給される。
マトリクス回路５４には、フォトディテクタとしての複数の受光素子からの出力電流に対
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応して電流電圧変換回路、マトリクス演算／増幅回路等を備え、マトリクス演算処理によ
り必要な信号を生成する。
例えば再生データに相当する高周波信号（再生データ信号）、サーボ制御のためのフォー
カスエラー信号、トラッキングエラー信号などを生成する。
さらに、グルーブのウォブリングに係る信号、即ちウォブリングを検出する信号としてプ
ッシュプル信号を生成する。
【０１５５】
マトリクス回路５４から出力される再生データ信号はリーダ／ライタ回路５５へ、フォー
カスエラー信号及びトラッキングエラー信号はサーボ回路６１へ、プッシュプル信号はウ
ォブル回路５８へ、それぞれ供給される。
【０１５６】
リーダ／ライタ回路５５は、再生データ信号に対して２値化処理、ＰＬＬによる再生クロ
ック生成処理等を行い、フェイズチェンジマークとして読み出されたデータを再生して、
変復調回路５６に供給する。
変復調回路５６は、再生時のデコーダとしての機能部位と、記録時のエンコーダとしての
機能部位を備える。
再生時にはデコード処理として、再生クロックに基づいてランレングスリミテッドコード
の復調処理を行う。
またＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、記録時にエラー訂正コードを付加するＥＣＣエ
ンコード処理と、再生時にエラー訂正を行うＥＣＣデコード処理を行う。
再生時には、変復調回路５６で復調されたデータを内部メモリに取り込んで、エラー検出
／訂正処理及びデインターリーブ等の処理を行い、再生データを得る。
ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７で再生データにまでデコードされたデータは、システム
コントローラ６０の指示に基づいて、読み出され、ＡＶ（Audio-Visual）システム１２０
に転送される。
【０１５７】
グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路５４から出力されるプッシュプ
ル信号は、ウォブル回路５８において処理される。ＡＤＩＰ情報としてのプッシュプル信
号は、ウォブル回路５８においてＭＳＫ復調、ＨＭＷ復調され、ＡＤＩＰアドレスを構成
するデータストリームに復調されてアドレスデコーダ５９に供給される。
アドレスデコーダ９は、供給されるデータについてのデコードを行い、アドレス値を得て
、システムコントローラ１０に供給する。
またアドレスデコーダ９はウォブル回路８から供給されるウォブル信号を用いたＰＬＬ処
理でクロックを生成し、例えば記録時のエンコードクロックとして各部に供給する。
このウォブル回路５８及びアドレスデコーダ５９は、例えば上記図３１で示した構成とな
る。
【０１５８】
また、グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路５４から出力されるプッ
シュプル信号として、ＰＢゾーンからのプリレコーデッド情報としてのプッシュプル信号
は、ウォブル回路５８においてバンドパスフィルタ処理が行われてリーダ／ライタ回路５
５に供給される。そしてフェイズチェンジマークの場合と同様に２値化され、データビッ
トストリームとされた後、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７でＥＣＣデコード、デインタ
ーリーブされて、プリレコーデッド情報としてのデータが抽出される。抽出されたプリレ
コーデッド情報はシステムコントローラ６０に供給される。
システムコントローラ６０は、読み出されたプリレコーデッド情報に基づいて、各種設定
処理やコピープロテクト処理等を行うことができる。
【０１５９】
記録時には、ＡＶシステム１２０から記録データが転送されてくるが、その記録データは
ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるメモリに送られてバッファリングされる。
この場合ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、バファリングされた記録データのエンコー
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ド処理として、エラー訂正コード付加やインターリーブ、サブコード等の付加を行う。
またＥＣＣエンコードされたデータは、変復調回路５６においてＲＬＬ（１－７）ＰＰ方
式の変調が施され、リーダ／ライタ回路５５に供給される。
記録時においてこれらのエンコード処理のための基準クロックとなるエンコードクロック
は上述したようにウォブル信号から生成したクロックを用いる。
【０１６０】
エンコード処理により生成された記録データは、リーダ／ライタ回路５５で記録補償処理
として、記録層の特性、レーザー光のスポット形状、記録線速度等に対する最適記録パワ
ーの微調整やレーザドライブパルス波形の調整などが行われた後、レーザドライブパルス
としてレーザードライバ６３に送られる。
レーザドライバ６３では供給されたレーザドライブパルスをピックアップ５１内のレーザ
ダイオードに与え、レーザ発光駆動を行う。これによりディスク１に記録データに応じた
ピット（フェイズチェンジマーク）が形成されることになる。
【０１６１】
なお、レーザドライバ６３は、いわゆるＡＰＣ回路（Auto Power Control）を備え、ピッ
クアップ５１内に設けられたレーザパワーのモニタ用ディテクタの出力によりレーザ出力
パワーをモニターしながらレーザーの出力が温度などによらず一定になるように制御する
。記録時及び再生時のレーザー出力の目標値はシステムコントローラ６０から与えられ、
記録時及び再生時にはそれぞれレーザ出力レベルが、その目標値になるように制御する。
【０１６２】
サーボ回路６１は、マトリクス回路５４からのフォーカスエラー信号、トラッキングエラ
ー信号から、フォーカス、トラッキング、スレッドの各種サーボドライブ信号を生成しサ
ーボ動作を実行させる。
即ちフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号に応じてフォーカスドライブ信号、
トラッキングドライブ信号を生成し、ピックアップ５１内の二軸機構のフォーカスコイル
、トラッキングコイルを駆動することになる。これによってピックアップ５１、マトリク
ス回路５４、サーボ回路６１、二軸機構によるトラッキングサーボループ及びフォーカス
サーボループが形成される。
【０１６３】
またサーボ回路６１は、システムコントローラ６０からのトラックジャンプ指令に応じて
、トラッキングサーボループをオフとし、ジャンプドライブ信号を出力することで、トラ
ックジャンプ動作を実行させる。
【０１６４】
またサーボ回路６１は、トラッキングエラー信号の低域成分として得られるスレッドエラ
ー信号や、システムコントローラ６０からのアクセス実行制御などに基づいてスレッドド
ライブ信号を生成し、スレッド機構５３を駆動する。スレッド機構５３には、図示しない
が、ピックアップ５１を保持するメインシャフト、スレッドモータ、伝達ギア等による機
構を有し、スレッドドライブ信号に応じてスレッドモータを駆動することで、ピックアッ
プ５１の所要のスライド移動が行なわれる。
【０１６５】
スピンドルサーボ回路６２はスピンドルモータ２をＣＬＶ回転させる制御を行う。
スピンドルサーボ回路６２は、ウォブル信号に対するＰＬＬ処理で生成されるクロックを
、現在のスピンドルモータ５２の回転速度情報として得、これを所定のＣＬＶ基準速度情
報と比較することで、スピンドルエラー信号を生成する。
またデータ再生時においては、リーダ／ライタ回路５５内のＰＬＬによって生成される再
生クロック（デコード処理の基準となるクロック）が、現在のスピンドルモータ５２の回
転速度情報となるため、これを所定のＣＬＶ基準速度情報と比較することでスピンドルエ
ラー信号を生成することもできる。
そしてスピンドルサーボ回路６２は、スピンドルエラー信号に応じて生成したスピンドル
ドライブ信号を出力し、スピンドルモータ６２のＣＬＶ回転を実行させる。
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またスピンドルサーボ回路６２は、システムコントローラ６０からのスピンドルキック／
ブレーキ制御信号に応じてスピンドルドライブ信号を発生させ、スピンドルモータ２の起
動、停止、加速、減速などの動作も実行させる。
【０１６６】
以上のようなサーボ系及び記録再生系の各種動作はマイクロコンピュータによって形成さ
れたシステムコントローラ６０により制御される。
システムコントローラ６０は、ＡＶシステム１２０からのコマンドに応じて各種処理を実
行する。
【０１６７】
例えばＡＶシステム１２０から書込命令（ライトコマンド）が出されると、システムコン
トローラ６０は、まず書き込むべきアドレスにピックアップ５１を移動させる。そしてＥ
ＣＣエンコーダ／デコーダ５７、変復調回路５６により、ＡＶシステム１２０から転送さ
れてきたデータ（例えばＭＰＥＧ２などの各種方式のビデオデータや、オーディオデータ
等）について上述したようにエンコード処理を実行させる。そして上記のようにリーダ／
ライタ回路５５からのレーザドライブパルスがレーザドライバ６３に供給されることで、
記録が実行される。
【０１６８】
また例えばＡＶシステム１２０から、ディスク１に記録されている或るデータ（ＭＰＥＧ
２ビデオデータ等）の転送を求めるリードコマンドが供給された場合は、まず指示された
アドレスを目的としてシーク動作制御を行う。即ちサーボ回路６１に指令を出し、シーク
コマンドにより指定されたアドレスをターゲットとするピックアップ５１のアクセス動作
を実行させる。
その後、その指示されたデータ区間のデータをＡＶシステム１２０に転送するために必要
な動作制御を行う。即ちディスク１からのデータ読出を行い、リーダ／ライタ回路５５、
変復調回路５６、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるデコード／バファリング等を
実行させ、要求されたデータを転送する。
【０１６９】
なお、これらのフェイズチェンジマークによるデータの記録再生時には、システムコント
ローラ６０は、ウォブル回路５８及びアドレスデコーダ５９によって検出されるＡＤＩＰ
アドレスを用いてアクセスや記録再生動作の制御を行う。
【０１７０】
また、ディスク１が装填された際など所定の時点で、システムコントローラ６０は、ディ
スク１のＢＣＡにおいて記録されたユニークＩＤや、プリレコーデッドデータゾーンＰＲ
にウォブリンググルーブとして記録されているプリレコーデッド情報の読出を実行させる
。
その場合、まずＢＣＡ、プリレコーデッドデータゾーンＰＲを目的としてシーク動作制御
を行う。即ちサーボ回路６１に指令を出し、ディスク最内周側へのピックアップ５１のア
クセス動作を実行させる。
その後、ピックアップ５１による再生トレースを実行させ、反射光情報としてのプッシュ
プル信号を得、ウォブル回路５８、リーダ／ライタ回路５５、ＥＣＣエンコーダ／デコー
ダ５７によるデコード処理を実行させ、ＢＣＡ情報やプリレコーデッド情報としての再生
データを得る。
システムコントローラ６０はこのようにして読み出されたＢＣＡ情報やプリレコーデッド
情報に基づいて、レーザパワー設定やコピープロテクト処理等を行う。
【０１７１】
なお、プリレコーデッド情報の再生時には、システムコントローラ６０は、読み出された
プリレコーデッド情報としてのＢＩＳクラスタに含まれるアドレス情報を用いて、アクセ
スや再生動作の制御を行う。
【０１７２】
ところで、この図４０の例は、ＡＶシステム１２０に接続されるディスクドライブ装置と
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したが、本発明のディスクドライブ装置としては例えばパーソナルコンピュータ等と接続
されるものとしてもよい。
さらには他の機器に接続されない形態もあり得る。その場合は、操作部や表示部が設けら
れたり、データ入出力のインターフェース部位の構成が、図４０とは異なるものとなる。
つまり、ユーザーの操作に応じて記録や再生が行われるとともに、各種データの入出力の
ための端子部が形成されればよい。
もちろん構成例としては他にも多様に考えられ、例えば記録専用装置、再生専用装置とし
ての例も考えられる。
【０１７３】
４－２．ディスク対応処理
上述した本例のディスク１が装填された際の、上記ディスクドライブ装置の処理を図４１
で説明する。図４１はシステムコントローラ６０の制御としての処理を示している。
【０１７４】
ディスクドライブ装置に１層ディスク又は複数層ディスクとしてのディスク１が装填され
ると、システムコントローラ６０の処理はステップＦ１０１からＦ１０２に進み、まず、
ピックアップ５１に対してディスク１の第１層Ｌ０に合わせて球面収差補正を行うように
指示する。
【０１７５】
ピックアップ５１における球面収差補正機構は図４２，又は図４３のように形成されてい
る。図４２、図４３の各図においてはピックアップ５１内の光学系を示している。
図４２において、半導体レーザ（レーザダイオード）８１から出力されるレーザ光は、コ
リメータレンズ８２で平行光とされ、ビームスプリッタ８３を透過して、球面収差補正機
構としてのコリメータレンズ８７，８８を介して進行し、対物レンズ８４からディスク１
に照射される。
ディスク１からの反射光は、対物レンズ８４、コリメータレンズ８８，８７を通ってビー
ムスプリッタ８３で反射され、コリメータレンズ（集光レンズ８５）を介してディテクタ
８６に入射される。
このような光学系においては、コリメータレンズ８７、８８はレーザ光の径を可変する機
能を持つ。即ちコリメータレンズ８７が光軸方向であるＪ方向に移動可能とされることで
、ディスク１に照射されるレーザ光の径が調整される。
つまりシステムコントローラはステップＦ１０２では、図示しないコリメータレンズ８７
の駆動部に対して前後移動を実行させる制御を行うことで、第１層Ｌ０に合わせるように
球面収差補正を実行させることができる。
【０１７６】
図４３（ａ）の例は、図４２のコリメータレンズ８７、８８に代えて液晶パネル８９を備
えるものである。
即ち液晶パネル８９において、レーザ光を透過させる領域と遮蔽する領域の境界を、図４
３（ｂ）の実線、破線、一点鎖線のように可変調整することで、レーザ光の径を可変でき
るものである。
この場合、システムコントローラ６０は、液晶パネル８９を駆動するドライブ回路に対し
て指示を出し、透過領域を可変させればよい。
【０１７７】
図４１のステップＦ１０２で、第１層Ｌ０に対応する球面収差補正を実行させたら、サー
ボ回路６１によって、レーザ光のフォーカス状態を第１層Ｌ０に合焦させる。
そしてステップＦ１０４で、まずＢＣＡにアクセスさせ、ＢＣＡに記録されているユニー
クＩＤの読出を実行させる。
更に続いて、ステップＦ１０５では、プリレコーデッドデータゾーンＰＲにアクセスさせ
、プリレコーデッドデータとしての管理情報の読出を実行させる。
【０１７８】
ステップＦ１０６では、プリレコーデッドデータゾーンＰＲについて管理情報の再生がで
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きたか否かを判別する。
再生ＯＫであった場合は、ステップＦ１０７に進み、ディスク種別に応じて順次各層にお
けるＯＰＣ（テストライトエリア）を用いてテストライトを行い、記録再生レーザパワー
のキャリブレーションを行う。
即ち、１層ディスクであった場合は、第１層Ｌ０のＯＰＣでテストライトを行う。
複数層ディスクであった場合は、第１層Ｌ０・・・第ｎ層Ｌn-1のそれぞれにおいて、Ｏ
ＰＣでテストライトを行い、各層のそれぞれについて最適なレーザパワーを設定する。
なお、各記録層でテストライトを実行する際においては、その都度、必要に応じて（その
直前と対象としている記録層が変わる場合）、テストライトを実行しようとする記録層に
対して球面収差補正及びフォーカス制御を行うものとなる。
【０１７９】
テストライトを終えた後は、ステップＦ１０８以降に進んで、記録／再生動作を実行制御
する。
１層ディスクでも複数層ディスクでも、まず第１層Ｌ０に対して記録再生を行うものであ
るため、ステップＦ１０８では第１層Ｌ０に対して球面収差補正、フォーカス制御を行っ
て、第１層Ｌ０の記録又は再生を実行していく。
１層ディスクの場合は、第１層Ｌ０の記録／再生で処理を終える。
複数層ディスクの場合は、その層数に応じて、ステップＦ１０９・・・Ｆ１１０と進み、
順次各層に対して球面収差補正及びフォーカス制御を行った上で、記録又は再生を続けて
いくことになる。
【０１８０】
なお、例えば２層ディスクなどの複数層ディスクの場合、第２層Ｌ１等の偶数番目の記録
層に対しては外周から内周に向かって記録／再生を進行させる。従って、ステップＦ１０
８からＦ１０９に移行する際に、システムコントローラ６０は外周から内周へのシーク制
御を実行させる必要はなく、連続的に記録／再生を実行させることができる。
３層以上のディスクであって、第２層Ｌ１から第３層Ｌ２、第３層Ｌ２から第４層Ｌ３・
・・・と移行する場合も同様にシーク制御は不要であり、連続的な記録再生を実行できる
。
【０１８１】
ところで、実際にデータの記録再生を行う前には、プリレコーデッドデータゾーンＰＲか
ら管理情報を読み出す必要がある。ステップＦ１０５で第１層Ｌ０のプリレコーデッドデ
ータゾーンＰＲから管理情報が読み出せればよいが、何らかの原因で管理情報が読み出せ
なかった場合は、記録再生できないディスクとなってしまう。
ここで、上述したように複数層ディスクの場合、第２層以降の層にも、プリレコーデッド
データゾーンＰＲにおいて同一の管理情報が記録されている。そこで本例では、第１層Ｌ
０で管理情報を読み出せなかった場合は、他の記録層から管理情報を読み出すようにして
いる。
【０１８２】
即ちステップＦ１０６で再生ＮＧとなったら、ステップＦ１１１に進み、当該ディスク１
が複数層ディスクであるか否かを判別する。もし１層ディスクであれば、プリレコーデッ
ドデータゾーンＰＲが読出不能であることでエラー終了となる。
複数層ディスクであった場合は、ステップＦ１１２に進んで、変数ｎを「２」にセットす
る。そして、ステップＦ１１３で第ｎ層、即ち第２層Ｌ１に対して球面収差補正を実行さ
せ、ステップＦ１１４で第ｎ層、即ち第２層Ｌ１にフォーカス制御を実行し、ステップＦ
１１５で第ｎ層、即ち第２層Ｌ１のプリレコーデッドデータゾーンＰＲから管理情報を読
み出すようにする。
そしてステップＦ１１６で再生ＯＫとなったら、ステップＦ１０７に進む。
【０１８３】
一方、ステップＦ１１６でも再生ＮＧであれば、ステップＦ１１７で変数ｎをインクリメ
ントした後、ステップＦ１１８で、当該ディスクに第ｎ層が存在するか否かを確認する。
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例えば第３層の存在を確認することになる。
もし２層ディスクの場合、第３層は存在しないため、プリレコーデッドデータゾーンＰＲ
が読出不能であることでエラー終了となる。
３層以上のディスクであれば、ステップＦ１１８で第ｎ層が存在すると判断されることに
なるため、ステップＦ１１３に戻り、第ｎ層、即ち第３層Ｌ２に対して、球面収差補正、
フォーカス制御、プリレコーデッドデータゾーンＰＲの読出を実行する。
即ちｎ層ディスクについては、全ての記録層のいずれかでプリレコーデッドデータゾーン
ＰＲが読み出せればよいことになる。
全ての記録層においてプリレコーデッドデータゾーンＰＲの読出不能となればエラー終了
となるが、或る記録層においてプリレコーデッドデータゾーンＰＲの読出が実行できるこ
とにより、ステップＦ１０７以降の処理に進むことができる。これによってディスク１の
信頼性を向上できる。
【０１８４】
このようなディスクドライブ装置の処理によれば、１層ディスク及び複数層ディスクに対
応し、特にレーザ光照射を実行する記録層に応じて、球面収差を適切に補正でき、１層デ
ィスク及び複数層ディスク、さらには複数層ディスクの各記録層に、それぞれ適切に対応
して記録再生を行うことができる。
またディスク１が装填された際には、１層／複数層のディスクの種別に関わらず、第１層
Ｌ０に対応する球面収差補正を実行させる。第１層のディスク厚み方向の位置は各種別の
ディスクで同一であるため、各種別ディスクに好適且つ効率よく対応できるものとなる。
つまり１層ディスク、２層ディスク、３層ディスク・・・のいずれが装填されたのだとし
ても、第１層のプリレコーデッドデータゾーンＰＲの読出を実行できる。
またユニークＩＤは第１層Ｌ０のＢＣＡにおいて記録されているため、その読出にも都合
がよい。
【０１８５】
また複数層ディスクが装填された場合、第１層～第ｎ層のいずれかから、プリレコーデッ
ドデータゾーンＰＲの管理情報を読み出すようにしているため、管理情報を正確に読み出
せる確率が向上し、ディスク及びディスクドライブ装置の動作の信頼性を向上させる。
また複数層ディスクに対しては、第１層～第ｎ層のそれぞれにおいて用意されているテス
トエリアにおいて、テスト記録を実行するようにすることで、各層毎に記録再生条件を設
定でき、各記録層に対して適切な記録再生動作を実現できる。
【０１８６】
また、複数層ディスクが装填された場合は、第１層から第ｎ層に順次、記録又は再生を進
行させていくようにし、さらに奇数番目の記録層に対する記録又は再生時には、ディスク
内周側から外周側に向かって記録又は再生を実行し、偶数番目の記録層に対する記録又は
再生時には、ディスク外周側から内周側に向かって記録又は再生を実行するようにするこ
とで、外周から内周又は内周から外周へのフルシークすること無く記録再生を継続できる
。従ってビデオデータの記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録を連続して長時
間行うことができる。
【０１８７】
５．ディスク製造方法
５－１．マスタリング装置
続いて上記ディスク１の製造方法について説明する。まずマスタリング装置について述べ
る。
ディスクの製造プロセスは、大別すると、いわゆる原盤工程（マスタリングプロセス）と
、ディスク化工程（レプリケーションプロセス）に分けられる。原盤工程はディスク化工
程で用いる金属原盤（スタンパー）を完成するまでのプロセスであり、ディスク化工程は
スタンパーを用いて、その複製である光ディスクを大量生産するプロセスである。
【０１８８】
具体的には、原盤工程は、研磨した硝子基板にフォトレジストを塗布し、この感光膜にレ
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ーザビームによる露光によってグルーブを形成する。
このような処理はマスタリング装置によって行われる。
本例の場合、ディスクの最内周側のＰＢゾーンに相当する部分でプリレコーデッド情報に
基づいたウォブリングによるグルーブのマスタリングが行われ、またＲＷゾーンに相当す
る部分で、ＡＤＩＰアドレスに基づいたウォブリングによるグルーブのマスタリングが行
われる。また、スタンパとしては第１層Ｌ０用スタンパ、第２層Ｌ１用スタンパ・・・第
ｎ層Ｌ１用スタンパが、それぞれ製造されるものとなる。
マスタリング装置を図４４に示す。
【０１８９】
マスタリング装置は、プリレコーデッド情報発生部７１，アドレス発生部７２、セレクタ
７３、ウォブルデータエンコーダ７４、ウォブルアドレスエンコーダ７５、コントローラ
７０を備える。
またレーザ光源８２、光変調部８３、ヘッド部８４、移送機構７７、スピンドルモータ７
６、ヘッド移送制御部７８、スピンドルサーボ回路７９を備える。
【０１９０】
記録するプリレコーデッド情報はプリマスタリングと呼ばれる準備工程で用意される。
プリレコーデッド情報発生部７１は、プリマスタリング工程で用意されたプリレコーデッ
ド情報を出力する。
このプリレコーデッド情報はウォブルデータエンコーダ７４でエンコード処理され、プリ
レコーデッド情報で変調されたウォブル波形のストリームデータが精製されて、セレクタ
７３に供給される。
【０１９１】
アドレス発生部７２は、絶対アドレスとしての値を順次出力する。
そしてアドレス発生部７２から出力された絶対アドレス値に基づいて、ウォブルアドレス
エンコーダ７５において、ＭＳＫ変調処理、ＨＭＷ変調処理が施される。即ちグルーブに
対してＭＳＫ変調するアドレス情報と、グルーブに対してＨＭＷ変調するアドレス情報と
してのエンコード信号が生成され、セレクタ７３に供給される。
なお、ＭＳＫ変調処理としては、基準クロックに基づきＣｏｓ(ωt)とＣｏｓ(１．５ωt)
との２つの周波数を生成し、さらにアドレス情報から、この基準クロックに同期した被変
調データが所定のタイミング位置に含まれたデータストリームを生成する。そして、例え
ばＣｏｓ(ωt)とＣｏｓ(１．５ωt)との２つの周波数で上記データストリームをＭＳＫ変
調し、ＭＳＫ変調信号を生成する。なお、ＭＳＫ変調でアドレス情報が変調されない位置
では、波形がＣｏｓ(ωｔ)とされた信号（モノトーンウォブル）を発生する。
【０１９２】
またＨＭＷ変調処理としては、基準クロックに基づき、上記ＭＳＫ変調処理で発生される
Ｃｏｓ(ωｔ)と同期した２次高調波信号（±Ｓｉｎ(２ωｔ)）を発生する。そして、ＨＭ
Ｗ変調でアドレス情報を記録するタイミング（このタイミングは、上記ＭＳＫ変調がされ
ていないモノトーンウォブルとなっているタイミングとする。）で、上記２次高調波信号
を出力する。このとき、入力されたアドレス情報のデジタル符号に応じて、＋Ｓｉｎ(２
ωｔ)と、－Ｓｉｎ(２ωｔ)とを切り換えながら出力する。
そして上記ＭＳＫ変調出力に、ＨＭＷ変調出力としての２次高調波信号を加算する。この
加算された信号が、ウォブルアドレス信号のストリームとして、セレクタ７３に供給され
る。
【０１９３】
ヘッド部８４は、フォトレジストされた硝子基板１０１にレーザービームを照射してグル
ーブトラックの露光を行う。
スピンドルモータ７６は硝子基板１０１を一定線速度で回転させる。回転サーボ制御はス
ピンドルサーボ回路７９によって行われる。
移送部７７は内周側から外周側へ、又は外周側から内周側へ、ヘッド部８４を定速度で移
送する。これにより、ヘッド部８４からのレーザビームがスパイラル状に照射されていく
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ようにする。
移送部７７の動作はヘッド移送制御部７８によって行われる。
【０１９４】
レーザ光源８２は、例えばＨｅ－Ｃｄレーザからなる。このレーザ光源８２からの出射光
を記録データに基づいて変調する光変調部８３としてはレーザ光源８２からの出射光をウ
ォブル生成信号に基づいて偏向する音響光学型の光偏向器（ＡＯＤ）が設けられる。
【０１９５】
セレクタ７３では、プリレコーデッド情報としてのウォブル波形のストリームとアドレス
情報としてのウォブル波形のストリームを選択してウォブル偏向ドライバ８１に供給する
。
ウォブル偏向ドライバ８１は、供給されるプリレコーデッド情報やアドレス情報としての
ウォブル波形ストリームに応じて光変調部８３における光偏向器を駆動する。
【０１９６】
従ってレーザ光源８２から出力されたレーザ光は、プリレコーデッド情報やアドレス情報
としてのウォブル波形ストリームに応じて光変調部８３で偏向され、ヘッド部８４によっ
て硝子基板１０１に照射される。
上記のように硝子基板１０１はスピンドルモータ７６によって一定線速度で回転され、ま
たヘッド部８４は移送機構７７によって一定速度で移送されるため、硝子基板１０１のフ
ォトレジスト面には、図３９（ａ）又は（ｂ）のようなウォブリングされたグルーブパタ
ーンが感光されていく。
【０１９７】
コントローラ７０は、このようなマスタリング動作を実行制御するとともに、移送機構７
７の移送位置を監視しながらプリレコーデッド情報発生部７１、アドレス発生部７２、セ
レクタ７３を制御する。
【０１９８】
コントローラ７０は、第１層Ｌ０、第３層Ｌ２など奇数番目の記録層を形成するためのス
タンパのマスタリング開始時には、移送機構７７に対して最内周側（プリレコーデッドデ
ータゾーンＰＲ相当位置）を初期位置とさせた後、硝子基板１０１のＣＬＶ回転駆動と、
トラックピッチ０．３５μｍのグルーブを形成するためのスライド移送を開始させる。
この状態で、プリレコーデッド情報発生部７１からプリレコーデッド情報を出力させ、セ
レクタ７３を介してウォブル偏向ドライバ８１に供給させる。また、レーザ光源８２から
のレーザ出力を開始させ、変調部８３はウォブル偏向ドライバ８１からの駆動信号、即ち
プリレコーデッド情報のＦＭコード変調信号に基づいてレーザ光を変調させ、硝子基板１
０１へのグルーブマスタリングを実行させる。
これにより、第１層Ｌ０、第３層Ｌ２のプリレコーデッドデータゾーンＰＲに相当する領
域に、プリレコーデッド情報に基づいてウォブリングされたグルーブのマスタリングが行
われていく。
【０１９９】
その後、コントローラ７０は、移送機構７７の位置がＲＷゾーンに相当する位置まで進ん
だことを検出したら、セレクタ７３をアドレス発生部７２側に切り換えると共に、アドレ
ス発生部７２からアドレス値を順次発生させるように指示する。例えば第１層Ｌ０の生成
に用いるスタンパのためのマスタリング時であれば、「０２００００ｈ」～「１７６４４
ｃｈ」のアドレス値を順次発生させるようにする。
また移送機構７７には、トラックピッチ０．３２μｍのグルーブを形成するようにスライ
ド移送速度を低下させる。
【０２００】
これによりアドレス発生部７２からアドレス情報に基づくウォブル波形ストリームがウォ
ブル偏向ドライバ８１に供給され、レーザ光源８２からのレーザ光は変調部８３において
ウォブル偏向ドライバ８１からの駆動信号、即ちアドレス情報のＭＳＫ／ＨＭＷ変調信号
に基づいて変調され、その変調レーザ光により硝子基板１０１へのグルーブマスタリング
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が実行される。
これにより、ＲＷゾーンに相当する領域に、アドレス情報に基づいてウォブリングされた
グルーブのマスタリングが行われていく。
コントローラ７０は移送機構７７の移送がリードアウトゾーン（又はアウターゾーン）の
終端に達したことを検出したら、マスタリング動作を終了させる。
【０２０１】
またコントローラ７０は、第２層Ｌ１、第４層Ｌ３など偶数番目の記録層を形成するため
のスタンパのマスタリング開始時には、移送機構７７に対して最外周側（アウターゾーン
相当位置）を初期位置とさせた後、硝子基板１０１のＣＬＶ回転駆動と、トラックピッチ
０．３２μｍのグルーブを形成するようにスライド移送を開始させる。
そしてこの場合は、まずセレクタ７３をアドレス発生部７２側に切り換えると共に、アド
レス発生部７２からアドレス値を順次発生させるように指示する。
例えば第２層Ｌ１の生成に用いるスタンパのためのマスタリング時であれば、「０８４ｂ
ｂ３ｈ」～「１ｄｆｆｆｆｈ」のアドレス値を順次発生させるようにする。
【０２０２】
これによりアドレス発生部７２からアドレス情報に基づくウォブル波形ストリームがウォ
ブル偏向ドライバ８１に供給され、レーザ光源８２からのレーザ光は変調部８３において
ウォブル偏向ドライバ８１からの駆動信号、即ちアドレス情報のＭＳＫ／ＨＭＷ変調信号
に基づいて変調され、その変調レーザ光により硝子基板１０１へのグルーブマスタリング
が実行される。
これにより、ＲＷゾーンに相当する領域に、アドレス情報に基づいてウォブリングされた
グルーブのマスタリングが行われていく。
【０２０３】
コントローラ７０は移送機構７７の移送がプリレコーデッドデータゾーンＰＲに相当する
位置に達したことを検出したら、トラックピッチ０．３５μｍのグルーブを形成するため
のスライド移送を開始させる。
この状態で、プリレコーデッド情報発生部７１からプリレコーデッド情報を出力させ、セ
レクタ７３を介してウォブル偏向ドライバ８１に供給させる。また、レーザ光源８２から
のレーザ出力を開始させ、変調部８３はウォブル偏向ドライバ８１からの駆動信号、即ち
プリレコーデッド情報のＦＭコード変調信号に基づいてレーザ光を変調させ、硝子基板１
０１へのグルーブマスタリングを実行させる。
これにより、第２層Ｌ１、第４層Ｌ３・・・のプリレコーデッドデータゾーンＰＲに相当
する領域に、プリレコーデッド情報に基づいてウォブリングされたグルーブのマスタリン
グが行われていく。
そしてプリレコーデッドデータゾーンＰＲのの終端に達したことを検出したら、マスタリ
ング動作を終了させる。
【０２０４】
このような動作により、硝子基板１０１上にＰＢゾーン及びＲＷゾーンとしてのウォブリ
ンググルーブに対応する露光部が形成されていく。
その後、現像、電鋳等を行ないスタンパーが生成される。
スタンパーとしては、第１層用スタンパ、第２層用スタンパ・・・第ｎ層用スタンパがそ
れぞれ製造されることになる。
【０２０５】
５－２．製造手順
上記のように各記録層についてのスタンパが製造された後のディスク製造手順を図４５に
示す。
【０２０６】
＜手順Ｐ１＞
例えばポリカーボネートによる基板ＲＬについて第１層用スタンパを用いてインジェクシ
ョンを行い、グルーブパターンを転写して、スパッタ装置により第１層Ｌ０としての記録
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膜を形成する。
【０２０７】
＜手順Ｐ２＞
第２層用スタンパを用いてインジェクションを行い、グルーブパターンが転写された中間
層ＭＬを形成して、スパッタ装置により第２層Ｌ１としての記録膜を形成する。
【０２０８】
＜手順Ｐ３＞
第ｎ層用スタンパを用いてインジェクションを行い、グルーブパターンが転写された中間
層ＭＬを形成して、スパッタ装置により第ｎ層Ｌn-1としての記録膜を形成する。
【０２０９】
＜手順Ｐ４＞
１層ディスクの製造の場合は、上記手順Ｐ１で形成された層の上に、厚み約１００μｍの
カバー層ＣＶＬを形成する。
＜手順Ｐ５＞
２層ディスクの製造の場合は、上記手順Ｐ１、Ｐ２で形成された層の上に、厚み約７５μ
ｍのカバー層ＣＶＬを形成する。
＜手順Ｐ６＞
ｎ層ディスク（この場合３層以上）の製造の場合は、上記手順Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３で形成さ
れた層の上に、厚みが１００－(n-1)×２５μｍのカバー層ＣＶＬを形成する。
【０２１０】
１層ディスクの製造の場合は、上記手順Ｐ４で形成されたディスクに対して、ＢＣＡ記録
を行うことで、ディスク１が完成される。
２層ディスクの製造の場合は、上記手順Ｐ５で形成されたディスクに対して、ＢＣＡ記録
を行うことで、ディスク１が完成される。
３層ディスクの製造の場合は、上記手順Ｐ６で形成されたディスクに対して、ＢＣＡ記録
を行うことで、ディスク１が完成される。
【０２１１】
以上の製造手順からわかるように、１層ディスクは、Ｐ１→Ｐ４→ＢＣＡ記録で製造され
る。２層ディスクはＰ１→Ｐ２→Ｐ５→ＢＣＡ記録で製造される。ｎ層ディスクはＰ１→
Ｐ２→Ｐ３→Ｐ６→ＢＣＡ記録で製造される。
手順Ｐ１までの工程は全てのディスクで共通化される。また例えば２層ディスクと３層デ
ィスクでは手順Ｐ１，Ｐ２が共通化されるなど、工程は効率化される。
【０２１２】
５－３．ＢＣＡ記録装置
ＢＣＡ記録を実行するＢＣＡ記録装置を図４６に示す。
ＢＣＡ記録装置置は、コントローラ９０、ＢＣＡデータ発生部９１，ＢＣＡエンコーダ９
２、レーザドライバ９３、光学ヘッド９４、移送機構９５、スピンドルモータ９６、ヘッ
ド移送制御部９７、スピンドルサーボ回路９８を備える。
【０２１３】
上述のように製造されたディスク１は、スピンドルモータ９６によって例えば一定角速度
で回転させる。回転制御はスピンドルサーボ回路９８によって行われる。
また移送機構９５は、光学ヘッド９４をディスクのＢＣＡの範囲に移送させる。
ＢＣＡデータ発生部９１は、各ディスクに固有のユニークＩＤとしての情報を発生する。
そのユニークＩＤとしてのデータはＢＣＡエンコーダでエンコードされる。
レーザドライバ９３は、エンコードデータに基づいて、光学ヘッド９４内のレーザ出力を
オン／オフ変調制御する。
コントローラ９０はこれらの動作の実行制御を行う。
【０２１４】
このようなＢＣＡ記録装置によって、光学ヘッド９４からは高パワーのレーザ光がユニー
クＩＤデータのよって変調されて出力され、またディスク９６がＣＡＶ回転されることで
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。ディスク１のＢＣＡとして同心円状のバーコード情報としてＢＣＡデータが記録される
ことになる。
【０２１５】
以上、実施の形態のディスク及びそれに対応するディスクドライブ装置、ディスク製造方
法について説明してきたが、本発明はこれらの例に限定されるものではなく、要旨の範囲
内で各種変形例が考えられるものである。
【０２１６】
【発明の効果】
以上の説明から理解されるように本発明よれば以下のような効果が得られる。
本発明のディスク記録媒体、又はディスク製造方法によれば、記録層が１つの１層ディス
ク、及び記録層が複数の複数層ディスクとしての種別において、第１層となる記録層は、
ディスク厚み方向において、記録又は再生のための光が入射されるカバー層表面からの距
離が同一とされる。このため、１層ディスクと、２層、３層、或いは更に多数層の複数層
ディスクのそれぞれにおいて、第１層としての記録層（例えばフェーズチェンジ記録膜の
記録層）はポリカーボネート基板上に同様に形成することができ、製造工程の共通化が図
られると共に、１層ディスク、複数層ディスクとも同様の記録再生特性を得ることができ
る。
また複数層ディスクにおいては、第２層以降の記録層は、第１層よりもカバー層表面に近
づく位置に形成されているため、第２層以降の記録層は、それぞれ各記録層からカバー層
表面までの距離が短くなる。つまり、各層からみてカバー層の厚さがうすくなる。これに
よりディスクと光ビームのチルト（傾き）許容角度がひろがる。即ち、第２層以降の記録
層のチルトマージンを、第１層の記録膜に比較してゆるめることができるため、記録再生
特性の向上とディスク生産性の向上、及びコストダウンを促進できる。
【０２１７】
また、第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から外
周側に向かって記録又は再生が行われ、偶数番目の記録層は、ディスク外周側から内周側
に向かって記録又は再生が行われるようにされている。従って、例えば第１層の記録再生
が外周側で終了した時点で、第２層の記録再生を即座に外周側から行うことができる。つ
まり或る記録層から次の記録層に記録再生動作を進める際に、外周から内周へ（或いは内
周から外周へ）のフルシークを必要とせずに連続して記録再生することができ、ビデオデ
ータの記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録を長時間行うことができる。
【０２１８】
また第１～第ｎの複数の記録層において、奇数番目の記録層は、ディスク内周側から外周
側に向かって順にアドレスが記録されており、偶数番目の記録層は、奇数番目の記録層の
同じ半径位置のアドレスの補数をとって外周側から内周側にアドレスが記録されている。
つまり、第１層、第３層などの奇数番目の記録層では、内周から外周へアドレスはカウン
トアップされ、第２層、第４層などの偶数番目の記録層では、外周から内周へカウントア
ップされる。偶数番目の記録層では、奇数番目の記録層のアドレスの補数をとってつかう
ことにより、層（レイヤ）内のアドレスは、１つの層のレイヤ内のアドレスのビット数で
あらわせられることになり、複数層による大容量化の際のアドレス方式として好適である
。また奇数番目の記録層と、偶数番目の記録層の、アドレスに対する半径の位置関係も知
ることができる。
【０２１９】
またディスク記録媒体固有のユニークＩＤが、例えばＢＣＡとして述べたように、記録層
を焼き切る記録方式で、第１の記録層にのみ記録されている。第１の記録層を焼ききる記
録方式により半径方向にバーコード上の信号を記録した際、厚み方向に同じ位置にある他
の記録層にダメージが生ずることが考えられ、他の層に記録しても信頼性のあるユニーク
ＩＤを記録できない可能性がある。従って、第１の記録層にのみ記録することで、ユニー
クＩＤの記録再生の信頼性を向上できる。
【０２２０】
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また第１～第ｎの各記録層に、記録再生のための管理情報を、ディスク上にスパイラル状
に形成するグルーブのウォブリングによって再生専用情報として記録している。例えば管
理情報として、記録再生パワー条件等のディスク情報、コピープロテクションにつかう情
報等を、トラックのウォブリングによるプリレコーデッド情報として各記録層に記録する
ことで、管理情報として信頼性の高い記録を行うことができるとともに、各層で管理情報
読み込めるため、アクセス性がよいものとなる。
【０２２１】
また、第１～第ｎの記録層に、記録テストエリアを設けることにより、各層で、各層に適
した、記録テストを行い、適切な記録再生条件を見いだすことができる。
【０２２２】
また、第１～第ｎの記録層に、第１から第nの記録層のディフェクト管理情報を記録する
ことにより、すべての記録層のディフェクト管理情報を一元的に扱うことができる。
また、例えば第１の記録層で、ディフェクト管理情報を記録再生できなかった場合、第２
層、第３層などへ、ディフェクト管理情報の記録位置を交替していくことができ、信頼性
の高いディフェクト管理を行うことができる。
【０２２３】
また第１～第ｎの記録層に、交替エリアを設けることにより、第１から第ｎの記録層に、
同じ容量の交替エリアを設けることができ、各記録層でのディフェクトマネジメント効率
を有効に行うことができる。また、アクセス性よく使用できる。
【０２２４】
本発明のディスクドライブ装置は、１層ディスク及び複数層ディスクに対応し、特にレー
ザ光照射を実行する記録層に応じて、球面収差を補正できるようにしている。これにより
、１層ディスク及び複数層ディスク、さらには複数層ディスクの各記録層に、それぞれ適
切に対応して記録再生を行うことができる。
またディスク記録媒体が装填された際には、１層／複数層のディスクの種別に関わらず、
第１層に対応する球面収差補正を実行させる。第１層のディスク厚み方向の位置は各種別
のディスクで同一であるため、各種別ディスクに好適且つ効率よく対応できるものとなる
。
また、ディスク記録媒体が装填された際に、第１層において記録層を焼き切る記録方式で
記録されているディスク記録媒体固有のユニークＩＤを読み出すようにすることで、上記
各種ディスクに対応してユニークＩＤを読み出せる。
【０２２５】
また複数層ディスクが装填された場合、第１層～第ｎ層のいずれかから、スパイラル状に
形成されたグルーブのウォブリングによって再生専用情報として記録されている記録再生
のための管理情報を読み出すようにしている。つまり、例えば第１層で管理情報が読み出
せなくても、他の記録層で読み出せれば記録再生動作を実行できるものとなり、動作の信
頼性を向上させることができる。
また複数層ディスクに対しては、第１層～第ｎ層のそれぞれにおいて用意されているテス
トエリアにおいて、テスト記録を実行するようにすることで、各層毎に記録再生条件を設
定でき、適切な記録再生動作を実現できる。
【０２２６】
また、複数層ディスクに対して、第１層～第ｎ層についてのディフェクト管理情報を、第
１層～第ｎ層のそれぞれにおいて用意されているディフェクト管理エリアのうちのいずれ
かに記録するようにすることで、すべての記録層のディフェクト管理情報を一元的に扱う
ことができる。
また、例えば第１の記録層で、ディフェクト管理情報を記録再生できなかった場合、第２
層、第３層などへ、ディフェクト管理情報の記録位置を交替していくことができ、信頼性
の高いディフェクト管理を行うことができる。
【０２２７】
また、複数層ディスクが装填された場合は、第１層から第ｎ層に順次、記録又は再生を進
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行させていくようにし、さらに奇数番目の記録層に対する記録又は再生時には、ディスク
内周側から外周側に向かって記録又は再生を実行し、偶数番目の記録層に対する記録又は
再生時には、ディスク外周側から内周側に向かって記録又は再生を実行するようにするこ
とで、外周から内周又は内周から外周へのフルシークすること無く記録再生を継続でき、
ビデオデータの記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録を連続して長時間行うこ
とができる。
【０２２８】
そして以上のことから、本発明は大容量のディスク記録媒体として好適であるとともに、
ディスクドライブ装置の記録再生動作性能も向上されるという大きな効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のディスクのグルーブの説明図である。
【図２】実施の形態のディスクのグルーブのウォブリングの説明図である。
【図３】実施の形態のＭＳＫ変調及びＨＭＷ変調を施したウォブル信号の説明図である。
【図４】実施の形態のＭＳＫ変調の説明図である。
【図５】実施の形態のＭＳＫ変調ウォブル信号を復調するＭＳＫ復調回路のブロック図で
ある。
【図６】実施の形態の入力されたウォブル信号と同期検波出力信号の波形図である。
【図７】実施の形態のＭＳＫストリームの同期検波出力信号の積算出力値、積算出力値の
ホールド値、ＭＳＫ復調された被変調データの波形図である。
【図８】実施の形態のＨＭＷ変調の説明図である。
【図９】実施の形態のＨＭＷ変調ウォブル信号を復調するＨＭＷ復調回路のブロック図で
ある。
【図１０】実施の形態の基準キャリア信号と被変調データと被変調データに応じて生成さ
れた２次高調波信号波形の波形図である。
【図１１】実施の形態の生成されたＨＭＷストリームの波形図である。
【図１２】実施の形態のＨＭＷストリームの同期検波出力信号、同期検波出力信号の積算
出力値、積算出力値のホールド値、ＨＭＷ復調された被変調データの波形図である。
【図１３】実施の形態のディスクレイアウトの説明図である。
【図１４】実施の形態のＰＢゾーン及びＲＷゾーンのウォブリングの説明図である。
【図１５】実施の形態のプリレコーデッド情報の変調方式の説明図である。
【図１６】実施の形態のフェイズチェンジマークのＥＣＣ構造の説明図である。
【図１７】実施の形態のプリレコーデッド情報のＥＣＣ構造の説明図である。
【図１８】実施の形態のフェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報のフレーム構
造の説明図である。
【図１９】実施の形態のディスクのＲＵＢとアドレスユニットの関係及びアドレスユニッ
トを構成するビットブロックの説明図である。
【図２０】実施の形態のアドレスユニットのシンクパートの説明図である。
【図２１】実施の形態のシンクパート内のモノトーンビットと被変調データの説明図であ
る。
【図２２】実施の形態のシンクパート内の第１のシンクビットの信号波形と被変調データ
の説明図である。
【図２３】実施の形態のシンクパート内の第２のシンクビットの信号波形と被変調データ
の説明図である。
【図２４】実施の形態のシンクパート内の第３のシンクビットの信号波形と被変調データ
の説明図である。
【図２５】実施の形態のシンクパート内の第４のシンクビットの信号波形と被変調データ
の説明図である。
【図２６】実施の形態のアドレスユニット内のデータパートのビット構成の説明図である
。
【図２７】実施の形態のデータパートのビット“１”を表すＡＤＩＰビットの信号波形と
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被変調データの説明図である。
【図２８】実施の形態のデータパートのビット“０”を表すＡＤＩＰビットの信号波形と
被変調データの説明図である。
【図２９】実施の形態のアドレスフォーマットの説明図である。
【図３０】実施の形態のＡＤＩＰビットによるアドレス情報内容の説明図である。
【図３１】実施の形態のアドレス復調回路のブロック図である。
【図３２】実施の形態のアドレス復調回路の制御タイミングの説明図である。
【図３３】実施の形態のアドレス復調回路でＨＭＷ復調した際の信号の波形図である。
【図３４】実施の形態のアドレス復調回路でＨＭＷ復調した際の信号の波形図である。
【図３５】実施の形態の１層、２層、ｎ層ディスクの層構造の説明図である。
【図３６】実施の形態の１層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図３７】実施の形態の２層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図３８】実施の形態のｎ層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図３９】実施の形態のディスクのスパイラル状態の説明図である。
【図４０】実施の形態のディスクドライブ装置のブロック図である。
【図４１】実施の形態のディスクドライブ装置の処理のフローチャートである。
【図４２】実施の形態のディスクドライブ装置の球面収差補正機構の説明図である。
【図４３】実施の形態のディスクドライブ装置の球面収差補正機構の説明図である。
【図４４】実施の形態のマスタリング装置のブロック図である。
【図４５】実施の形態のディスク製造手順の説明図である。
【図４６】実施の形態のＢＣＡ記録装置のブロック図である。
【符号の説明】
１　ディスク、５１　ピックアップ、５２　スピンドルモータ、５３　スレッド機構、５
４　マトリクス回路、５５　リーダ／ライタ回路、５６　変復調回路、５７　ＥＣＣエン
コーダ／デコーダ、５８　ウォブル回路、５９　アドレスデコーダ、６０　システムコン
トローラ、６１　サーボ回路、６２　スピンドルサーボ回路、６３　レーザドライバ、１
２０　ＡＶシステム、ＲＬ　基板、ＣＶＬカバー層、ＣＶＬｓ　カバー層表面、Ｌ０　第
１層、Ｌ１、第２層、Ｌn-1　第ｎ層
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